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～ 主な内容 ～    

■沈思黙考「年用意」
■上半期財政状況・バランスシート
■人事行政の運営状況を公表します
■東都医療大学  平成 21年 4月に始動 !
■年末年始のごみ収集・成人式
■市内で交通死亡事故が急増！
■叙勲受章  おめでとうございます
■譲葉の賦「⑨一天地六」
■夢なかるべからず「正解のない旅路の果てに」

　　　　表紙：深谷駅前クリスマスイルミネーション

深谷市の人口と世帯　
■  人口　147,873（ー   19）
■  男性　  73,811（ー   29）
■  女性　  74,062（＋   10）
■  世帯　  53,673（＋   30）
　平成20年11月1日現在（前月比）
 　 （外国籍のかたも含みます）

12月

以下の情報を随時配信中！
●市からのお知らせ ●災害・防災情報
●防災行政無線情報 ●火災情報

登録はこちらから→
Ｕ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

メール配信サービス登録受け付け中
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　このところの日本経済は、世界同時株安、円高の進行という悪条件の中、これまで日本経済を牽
けん

引
いん

し
てきた輸出企業の業績が悪化するなど厳しさを増しています。
　また、この影響を受け、雇用や賃金状況も以前にも増して厳しくなっており、個人消費の落ち込みに
よる景気の悪循環が危

き

惧
ぐ

されています。
　このような状況の中、市では、これまで以上の思い切った景気対策が必要と考え、2008年度中にでき
得る緊急経済対策や支援事業を「ふかやサポートプラン０８」と名付け事業の実施を予定しています。

　

　　 年
とし

 用
よう

 意
い

　日差しはすっかり心細
くなり、野山は少しずつ
眠りに入ってゆくようで
す。 凍

い

てつく夜空にオリ
オン座が輝いています。
　そうした感傷的な冬の
景色も、なぜか十二月の
声を聞くと、周囲はソワ

ソワした風景に変化します。家のほこりを払い、
年賀状を書き、春着の支度、お正月の準備。そ
うして師走を過ごすうちに、冬至とクリスマスが
いっぺんにやって来て、あっという間に今年も終
わってしまいます。財布の紐

ひも

を緩め新年を迎える
ための用意をすることを「年用意」と言い、この
季節の季語になっています。
　しかし、今年の財布の紐は固いようです。アメ
リカ発の金融危機により、日本でも株価の下落や
円高などの、実体経済への影響が出てきています。
実際、深谷商工会議所、川本商工会、岡部商工
会、花園商工会、豊里商工会など各商工団体や
埼玉土建や建設埼玉など建設業団体から景気対
策の要望を頂いております。

　私は、この現状に危機感を覚えます。株価下
落→倒産→失業・不況・消費減退→さらに株価
下落→不況という負の連鎖（スパイラル）は絶
対に回避しなければなりません。明日の深谷市、
明日の市民皆様の笑顔のために、今何ができるの
かを真剣に取り組まなければなりません。
　そこで、緊急経済対策・支援事業 として「ふ
かやサポートプラン08」事業を展開してまいりた
いと考えております。これは、今月の市議会で議
決をいただかなければいけませんが、中小企業事
業者の皆様への近代化融資あっせん事業を一層
拡大し、加えて市公共事業の前倒し発注、さら
にはプレミアム付き商品券への補助金の交付など
08 年度に行い得る緊急支援策を含め、総額 22
億円を超える大型補正予算を柱としております。
　今年も餅

もちつき

搗や大掃除、 障
しょうじはり

子貼など「年用意」
の始まる時期です。各ご家庭で行う決まり事もお
ありでしょう。その家の伝統ともいうべき年用意
を、笑顔でできる社会にせねばなりません。その
ためにも現在の情勢を変え、そして、そこからま
た新しい展開を生まなければならないのです。
　
　　窮すれば則ち変ず，
　　　　　　　　変ずれば則ち通ず　「易

えききょう

経」

ちんしもっこう

中小企業への融資枠の拡充

プレミアム付き商品券への補助

小規模修繕に対し、大幅な補正予算措置

深谷商工会議所、川本商工会、岡部商工会、花園商工会および豊
里商工会が共同で、商品券の発行を予定しています。市は、この
商品券のプレミアム分 10％について補助金を交付します。

『※中小企業近代化経営資金融資あっせん事業』の融資総枠を
3億円から 8億円に増額します。

増額5億円

3億円

融資総枠8億円

ふかやふかやサポートサポートプランプラン
0
ゼロハチ

8

『※小規模修繕』に対して、今年度は 5,000 万円の増額
補正を実施します。これにより、当初予算合わせ総額
1億円強の予算となります。

プランを支える、３つの柱プランを支える、３つの柱

１

2

3

※中小企業近代化経営資金融資あっせん事業の概要

⇦詳細は次ページをご覧ください。

※小規模修繕ってなあに？
ガラス修理、壁の修繕、ペンキ塗り直しなど、比較的内容が
軽易で、予定価格が 80万円以下の工事のことです。

市内の深谷商工会議所・川本商工会・岡部商工会・花園商工会・豊里商工会の加盟店すべてで共通
に使用できる商品券を発行することにより、消費需要を喚起し、市内商工業者の活性化を促します。

商品券イメージ (サンプル )

販売総
額  　 億

円3

利用額
＋10％プレミアム（市補助分）

購入額
10,000円

11,000円

商品券を 10,000 円
購入すると･･･

11,000円分
利用できる♪

■販売および利用期間
　平成 21年 2月 28 日㈯まで
　（販売は、売り切れ時点で終了）
■発行額面　1枚 500 円
■販売単位　10,000 円
　（共通券 11枚＋専用券 11枚＝ 11,000 円分）
■プレミアム率　10％ ( 市補助分 )
■共通券　※利用可能店舗であればどこでも利用できる券
■専用券　大型店以外の一般の商店で利用できる券
※利用可能店舗
市内の深谷商工会議所、川本商工会、岡部商工会、花園商
工会および豊里商工会の加盟店舗

12 月議会において議決後、直ちに実施します。

融資限度額 融資利率 融資期間 返済方法

3,000万円 ★1.8％ 運転資金　10年
設備資金　12年 元金均等月賦償還

★融資実行から 3年にわたり、利子の 2分の 1を市が補助するため
　実質利率は 0.9％になります。

深谷商工会議所（☎ 571‐2145）、川本商工会（☎ 583‐2222）、岡部商工会（☎
585‐3750）、花園商工会（☎ 584‐2325）、豊里商工会（☎ 587‐2113）へ

問い合わせ



5 Fukaya City Information 4夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

バ ラ ン ス シ ー ト （平成20年 3月 31日現在）

借　　　　方借　　　　方 貸　　　　方貸　　　　方
［資産の部］
１．公共資産
　⑴有形固定資産
　　①生活インフラ・国土保全 100,940,978
　　②教育 46,932,761
　　③福祉 3,453,681
　　④環境衛生 3,822,566
　　⑤産業振興 11,773,007
　　⑥消防 6,545,524
　　⑦総務 14,262,015
　　　(有形固定資産の合計) (187,730,532)
　⑵売却可能資産 489,014

　公共資産の合計 188,219,546

２．投資等
　⑴投資や出資金 1,014,308
　⑵貸付金 269,146
　⑶基金等
　　①退職手当目的基金 0
　　②その他特定目的基金 3,408,087
　　③土地開発基金 1,487,000
　　　基金等の合計 4,895,087
　⑷長期延滞債権 114,991
　　投資等の合計 6,293,532

３．流動資産
　⑴現金・預金
　　①財政調整基金 6,314,115
　　②減債基金 1,739,633
　　③歳計現金 4,370,896
　　　現金・預金計 12,424,644
　⑵未収金
　　①地方税 424,751
　　②その他 20,825
　　③回収不能見込み額 150,490
　　　未収金計 295,086  ①＋②－③
　　流動資産合計 12,719,730

資　産　合　計 207,232,808

［負債の部］
１．固定負債
　⑴地方債 25,033,415

　⑵長期未払金
　　①物件の購入費 1,248,846
　　②債務保証または損失補償 0
　　③その他 5,017,518
　　　長期未払金計 6,266,364

　⑶退職給与引当金 15,065,275

　　固定負債の合計 45,567,859

２．流動負債
　⑴翌年度償還予定地方債 3,223,406
　⑵短期借入金(翌年度繰上充用金) 0
　⑶未払金 0
　⑷翌年度支払予定退職手当 0
　⑸賞与引当金 0
　　流動負債の合計 4,020,601

負　債　合　計 49,588,460

［純資産の部］

１．公共資産等整備国県補助金等 32,826,536

２．公共資産等整備一般財源等 141,518,387

３．その他一般財源等 -16,700,575

４．資産評価差額 0

純資産合計 157,644,348

負債・純資産合計 207,232,808

※債務負担行為に係る補償など ①物件の購入などに係るもの 1,248,846 千円
②債務保証および損失補償に係るもの 1,417,028 千円
③その他 5,017,518 千円

（単位：千円）

土地開発公社から取得予定
のある土地の額など
土地開発公社の借入金の償
還に対する保証額など

主に、土地と建物が含まれます

パティオ、
農道など

学校、幼稚園、公民
館、文化会館など

深谷市施設管理公
社出えん金など 住宅資金貸

付金など

保健センター
など

福祉基金、環境基金、教育基
金、公共施設整備基金など

歳入から歳出を引いたもの

使用料、分担金などの未収金

平成 19年度末市債元金残高
（翌年度償還分を除く）

平成 19 年度末
で全職員が退職
すると想定した
場合の退職手当
総額

翌年度に償還
する元金

資産を取得するために
使った国県支出金、一
般財源など

市の「バランスシート」をお知らせします市の「バランスシート」をお知らせします

企 業 会 計企 業 会 計
■水道事業　　　　　　　　　　　　　　（税込）

区　　分 予算現額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 27 億 9,768 万円 13 億 7,419 万円

支出 25 億 9,563 万円 6億   902 万円

資本的
収　支

収入 5 億 1,570 万円 198 万円

支出 16 億 1,621 万円 3億 4,164 万円

■下水道事業　　　　　　　　　　　　　（税込）

区　　分 予算現額
収入済額

支出済額

収益的
収　支

収入 13億9,950万円 10億5,985万円

支出 13億8,316万円 3億5,878万円

資本的
収　支

収入 22億1,706万円 9,719万円

支出 27億3,019万円 5億8,253万円

平成20年度 上半期財政状況

区　　分 予算現額 収入済額 支出済額

国民健康保険 144 億 9,176 万円 66 億 2,952 万円 65 億 1,563 万円

老 人 保 健 10 億 7,409 万円 9 億 4,434 万円 8 億 9,571 万円

後期高齢者医療 16 億 9,899 万円 8 億 1,319 万円 5 億 7,748 万円

農 業 集 落
排 水 処 理 事 業 17 億   388 万円 3 億 2,327 万円 5 億 3,868 万円

国 済 寺 土 地
区画整理事業 9 億   545 万円 1 億 7,359 万円 3 億 6,814 万円

岡 中 央 土 地
区画整理事業 2 億 4,148 万円 1 億 5,432 万円 5,641 万円

武川中央土地
区画整理事業 4,013 万円 4,016 万円 559 万円

小前田駅北西部
土地区画整理事業 3 億 9,122 万円 1 億 4,645 万円 6,538 万円

公共下水道事業 13 億 2,061 万円 4 億 9,816 万円 3 億 8,688 万円

　皆さんが納めた税金や国から交付される地方交付税、国庫支出金などが1年でどの
くらい入り、また、どんな事業にどのくらい使われたかという、いわば市の家計簿と
もいうべき財政状況を、毎年2回に分けてお知らせしています。今回は平成20年9月
30日現在の財政状況をお知らせします。

■問い合わせ　企画財政課（☎ 574－6632）へ

特 別 会 計特 別 会 計

36億7,880万円
12億7,520万円

12億8,230万円
7億3,211万円

地方消費税
交 付 金 

13億6,124万円
5億7,027万円

分担金及び
負 担 金

17億7,565万円
3億3,038万円 県支出金

17億8,372万円
0円

繰 入 金

29億9,759万円
0円

市 　 債

国庫支出金39億4,710万円
  9億7,563万円

繰 越 金41億7,847万円
41億7,847万円

191億3,000万円
  108億3,672万円

地方交付税57億7,167万円
35億7,096万円

40億3,247万円
12億8,283万円
36億8,444万円
18億7,099万円
20億8,091万円
8億9,971万円
14億9,276万円
4億8,386万円
5億  162万円
2億7,546万円
8億1,259万円
4億7,602万円

歳入 歳出
民 生 費

総 務 費

市 　 税

商 工 費

農　　林
水産業費

土 木 費

教 育 費

衛 生 費

公 債 費

消 防 費

そ の 他

歳入予算額
収 入 済 額

歳出予算額
支 出 済 額

歳入予算額:
459億  654万円
　

収入済額:
224億6,974万円

歳出予算額:
459億  654万円
　

支出済額:
188億9,092万円

億円 億円
130140150160170180 120 110 100 100 110 120 130 14090 9080 8070 7060 6050 5040 4030 3020 2010 100 0190200

そ の 他

138億6,206万円
69億4,776万円
82億4,734万円
26億9,344万円
63億9,813万円
22億4,371万円
47億9,422万円
17億1,714万円

　平成19年度普通会計決算について、バランスシート（貸
借対照表）を作成しました。
　バランスシートとは、ある時点で資金がどのように集め
られ、どのように使われているかを示す対照表で、民間企
業では一般的に作成されています。
　今回のバランスシートは、19年度末において市が保有
する資産や負債などの残高状況（ストック状況）を総括的
に示しています。
　バランスシートの仕組み
　バランスシートの左側部分（借方）は、資産の部として、
市がどのような資産を所有しているのか、言い換えればど
のような資産に資金を投入しているか、資産の運用状況を
示しています。右側部分（貸方）は、資金をどのように集

めたか、資金の調達状況を示しています。これには、地方
債などを負債とし、また、国や県からの補助金や一般財源
などを純資産として表しています。バランスシートでは、
資産＝負債＋純資産という関係にあります。
　バランスシートから分かる深谷市の財政状況
 　

　上記の比率が低いほど、将来の負担割合が少なく、財
政状態は健全です。深谷市の場合は、12.1％であり、お
おむね健全であると言えます。
■問い合わせ　企画財政課（☎ 574 － 6632）へ

　社会資本形成の将来世代負担比率（％）
　＝　地方債 ÷ 資産合計 × 100　 一 般 会 計一 般 会 計

道路、河川、
街路、公園、
市営住宅など

庁舎、コミュ
ニティセンター
など



人事行政の運営状況を公表します人事行政の運営状況を公表します

▼人件費の状況（平成19年度普通会計決算）
住民基本台帳人口
（H20.3.31）

歳出額
（A）

人件費
（B）

人件費比率
（B/A）

145,178 人 426 億 71 万円 100 億 8,589 万円 23.68%
※人件費には、普通建設事業費に係る人件費を含めています。

▼職員給与費の状況（平成19年度普通会計決算）

職員数
給　与　費

給　料 職員手当
（内期末・勤勉手当） 合　計

1,127 人 43 億 5,958 万円 29 億 8,679 万円
（18 億 9,311 万円） 73 億 4,637 万円

※職員手当には退職手当を含みません。

▼職員の平均給料月額および平均年齢の状況
（平成20年4月1日現在）

区　　分 平均給料月額 平均年齢

一般行政職 328,598 円 42.3 歳

▼職員の初任給の状況（平成20年4月1日現在）
区　　分 大学卒 短大卒 高校卒

一般行政職 178,800 円 158,700 円 144,500 円

▼職員の学歴別・経験年数別平均給料月額の状況
（平成20年4月1日現在）

区　　分 経験年数10～ 15年未満 経験年数20～ 25年未満

一般行政職
大学卒 275,752 円 367,233 円
短大卒 259,910 円 347,130 円
高校卒 243,655 円 319,900 円

▼期末・勤勉手当の支給割合（平成20年4月1日現在）
区　　分 6月期 12月期 合計

期末手当 1.40 月分 1.60 月分 3.00 月分
勤勉手当 0.75  月分 0.75  月分 1.50 月分

▼退職手当の状況（平成20年4月1日現在）
勤続年数 20年 30年 35年 最高限度額

自己都合 23.50 月分 41.50 月分 47.50 月分 59.28 月分
勧奨・定年 30.55 月分 50.70 月分 59.28 月分 59.28 月分
※退職手当は、埼玉県市町村総合事務組合退職手当支給条例により支給されます。

▼特別職の報酬などの状況（平成20年4月1日現在）
区　　分 報酬・給料 期末手当

市議会議長 報酬　月額 492,000 円 6 月期 2.15 月分
12 月期 2.35 月分
　合計 4.50 月分

市議会副議長  〃 　月額 428,000 円

市議会議員  〃 　月額 403,000 円

市長 給料　月額 910,000 円 6 月期 2.125 月分
12 月期 2.325 月分
　合計 4.45  月分

副市長  〃 　月額 755,000 円

教育長  〃 　月額 683,000 円

職員の給与の状況
▼職員の採用および退職の状況　　　　　

一般職 技能労務職 消防職 合計
採用者数
（平成20年度） 18 人 0 人 7人 25 人

退職者数
（平成19年度） 55 人 6 人 6人 67 人

増減数 － 37 人 － 6人 ＋ 1人 － 42 人

▼部門別職員数の状況（平成20年4月1日現在）
区　　分 職員数

一般行政部門
　議会 8 人
　総務 188 人
　税務 85 人
　民生 201 人
　衛生 49 人
　労働 4 人
　農林 29 人
　商工 14 人
　土木 126 人
　（小計） 704 人
特別行政部門
　教育 164 人
　消防 223 人
　（小計） 387 人
公営企業などの会計部門
　水道 34 人
　下水道 32 人
　その他 20 人
　（小計） 86 人
（合計） 1,177人
※職員数は、平成 20年 4月１日現在の定員管理調査に基づく人数です。

（教育長は除く）

　職員の任用、給与や勤務状況など、人事行政の運営状況のあらましをお知らせします。さらに詳しい内容は、
市のホームページ、または市役所本庁舎１階市政情報コーナーでご覧ください。

■問い合わせ
　経営管理課（☎ 574 － 6636）へ

職員の任用および職員数に関する状況

▼職員の級別の状況（平成20年 4月 1日現在）
（一般職）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 ８級
標準的な
職務内容

主事補・
技師補

主事・
技師 主任 係長・

主査
課長
補佐

課長・
主幹 次長 部長

職員数 33 人 189 人 267 人 346 人 138 人 107 人 31 人 21 人
構成比 2.8% 16.1% 22.7% 29.4% 11.7% 9.1% 2.6% 1.8%

（技能労務職）
区分 1級 2級 合計
標準的な
職務内容

業務員・
給食調理員 -

職員数 31 人 14 人 1,177 人
構成比 2.6% 1.2% 100.0%
※深谷市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標準的な
職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

県北初の医療系大学が市内に開学県北初の医療系大学が市内に開学
東都医療大学が平成21年4月から始動東都医療大学が平成21年4月から始動
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深谷市長　新
あら

井
い

 家
いえ

光
みつ

　この度、深谷市が誘致を行ってきた東都医療大
学が、文部科学大臣から正式な認可を受け、来年
4月に開学することになりました。
　本大学は、看護師、保健師、助産師を養成する
高等教育機関であり、このような人材養成の拠点
を市内に確保できたことは、大変喜ばしいことで
あります。市内の学生の皆様には、ぜひとも地元
深谷のキャンパスで、医療・福祉の実学を体得し
ていただき、県北の地域医療を支える貴重な存在
となっていただきたいと思います。
　また、大学は教育機能の発揮にとどまることな
く、高度な学術研究を展開する場でもあります。
今後深谷市は、大学との密接な連携体制を整え、
研究成果を市政に反映し、質の高い医療・福祉施
策を市民の皆様に提供してまいりたいと考えて
おります。
　今後はパワーあふれる学生の皆様と共に、これ
まで以上に活気に満ちた深谷市を築いてまいり
たいと考えておりますので、市民の皆様のご理解
とご協力をお願い申し上げるとともに、今日まで
東都医療大学の開学にご尽力いただきました多
くの皆様に、厚く御礼申し上げます。

学校法人青淵学園
東都医療大学理事長・学長

 大
おお

坪
つぼ

 修
おさむ

　この度は、深谷市の皆様の大学誘致への熱意と
ご支援を頂くとともに、地元医師会、看護協会、
近隣病院や近郊の高等学校などからもご支援を
頂き、大学の設置を実現することができました。
ここに深く感謝申し上げます。
　近年の高齢化や科学技術が高度化した社会で
は、高まる健康ニーズに応じた医療・福祉の分野
における人材育成が急務となっております。
　本学は、これらに対応できる豊かな人間性を持
つと同時に、高度な専門知識・技術を有する実践
的な医療人を養成するべく、看護師、保健師、助
産師を育成するヒューマンケア学部「看護学科」
の設置を行うものです。
　現在、教育環境の整備も地域との密接な連携を
取りながら進めさせていただいております。「人
間愛ある医療人の育成」を教育理念に掲げ、地域
密着型の高等教育機関として、地元深谷に可能な
限りの貢献をしてまいる所存でおりますので、皆
様のご支援とご協力をお願いいたします。

■大学の概要
　学校法人名　学校法人青

せい

淵
えん

学
がく

園
えん

　大学名　　　東都医療大学
　学部学科名　ヒューマンケア学部看護学科
　定員　　　　入学定員 100 人・収容定員 400 人
　所在地　　　上柴町西 4‐2‐11
※「青淵」とは、渋沢栄一の雅

が

号
ごう

です。栄一が深谷の地で
生を受けたことと、実業界だけでなく、医療・福祉の
分野においても大きな功績を残したことにちなみ、学
校法人の名称を「青淵学園」と名付けたとのことです。

11 月 5日　東都医療大学で行われた記者会見時に、大学
の認可書を披露する新井市長と大坪理事長
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環
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境environment

environment

年末年始のごみの特別収集について
　12 月 29 日㈪・30 日㈫に、「燃やせるごみ」のみを特別に収集します。午前 8時 30 分までに、
ごみ収集所へ出してください。
　また、大掃除などに伴う大量のごみは収集所には出せませんので、「ごみの分け方・出し方」をご
確認の上、深谷清掃センターへ直接搬入してください。
※ 12月 29 日・30日の 2日間は、深谷清掃センターへの直接搬入は混雑が予想されます。
できる限り 12月 26 日㈮までの搬入にご協力ください。

深谷清掃センターへの直接搬入
受付時間　午前 8時 30 分～午後 4時 30 分
搬入できるもの　燃やせるごみ・燃やせないごみ・粗大ごみ・資源物・有害ごみ

※正しく分別して搬入してください。
受入料金　家庭のごみ＝ 50㎏以下は無料、50㎏を超える部分については 10㎏につき 10円
　　　　　事業のごみ＝ 10㎏につき 150 円
問い合わせ　
　環境課（☎ 571‐0789）、岡部市民環境課（☎ 585‐2213）、川本市民環境課（☎ 583‐
2783）、花園市民環境課（☎ 584‐1122）、大里広域深谷清掃センター（☎ 571‐0799）へ

し尿のくみ取り
深谷・岡部区域　年内の申し込みは、12月 25 日㈭までに、各区域の担当業者へお申し込みくだ
さい。くみ取りは、12月 30 日㈫正午まで行います。新年のくみ取りは、1月 5日㈪からです。

川本・花園区域　くみ取りは、12月 26 日㈮午後 4時 30 分まで行います。新年のくみ取りは、1
月 5日㈪からです。

問い合わせ　深谷・岡部区域･･･深谷市衛生センター（☎ 571‐4920）へ
川本・花園区域･･･寄居町汚泥再生処理センター（☎ 582‐0715）へ

日 月 火 水 木 金 土
22

通常収集
23

通常収集
24

通常収集
25

通常収集
26

通常収集
27

収集なし

××
12/21
収集なし

×× 直接搬入できます

28
収集なし

××
31

収集なし

××
1/1

収集なし

××
2

収集なし

××
30

特別収集
（燃やせるごみのみ）

29
特別収集

（燃やせるごみのみ）
直接搬入できます

3
収集なし

××
5

通常収集

直接搬入できます

4
収集なし

××
※ 12 月 27 日㈯・28 日㈰は深谷清掃センターがお休みですので、
直接搬入はできません。

1 月 11 日は平成 21 年深谷市成人式です
　深谷市の次代を担う新成人を祝福、激励するため、平成 21年１
月 11 日㈰、総合体育館（深谷ビッグタートル）で、深谷市成人式
を開催します。
　当日は、会場周辺道路（深谷嵐山線、南通り線など）および駐
車場で、交通渋滞が予想されます。ご来場の際は、送迎または乗
り合わせの上、時間に余裕を持ってお越しください。
受け付け　午後 1時～　開式　午後 2時
※午後 3時 20 分終了予定　
問い合わせ　生涯学習課（☎ 572‐9581）へ

ＪＲ深谷駅
ＪＲ深谷駅
ＪＲ深谷駅
ＪＲ深谷駅

ＪＲ上越新幹線

ＪＲ上越新幹線

ＪＲ上越新幹線

        総合体育館総合体育館
（深谷深谷ビッグタートルビッグタートル）
    総合体育館
（深谷ビッグタートル）
    総合体育館
（深谷ビッグタートル）

深
谷
嵐
山
線

深
谷
嵐
山
線

深
谷
嵐
山
線

南通り線
南通り線
南通り線

交通渋滞が予想
　　　される個所

市内で交通死亡事故が急増しています
　今年に入ってから、市内での交通死亡事故は 10月 31 日現在で 10件発生しており、10人の尊い
命が失われています。昨年の同時期と比較すると、6件（人）の増加となっています。
　市では、この深刻な事態を重く受け止め、市長による交通事故防止緊急アピールを発令しました。
　年末年始は何かと慌ただしく、気持ちにゆとりを失いがちになり、交通事故が多発する傾向にあ
ります。皆さんが悲惨な交通事故の犠牲にならないように、もう一度ご自身・ご家族で交通安全に
対するルールとマナーを確認し、ゆとりの気持ちを持って、交通事故のない安心・安全な住みよい
まちづくりを目指しましょう。

「夕暮れ時早めのライト点灯運動」を推進しています

　交通事故の半数以上は夜間帯に発生しており、特に午後 4時～ 6時の時間帯に多く発生する傾向
にあります。
　この運動は、日没により周囲が暗くなり始める午後 4時には車両のライトを点灯し、自分の乗っ
ている車両の存在を周りの車両や歩行者などにアピールすることによって、交通事故を未然に防ぐ
というものです。また、本運動をより効果的に進めるため、歩行者や自転車の皆さんは、外出の際
には反射材を身に付けるように心掛けてください。
　反射材は車のライトに反射し、約 100 ｍ手前から自身の存在をアピールするという、優れた機能
を持っています。
　夜間帯の事故は危険性が高く、人身事故につながりやすい傾向にあります。
　本運動の趣旨をご理解いただき、皆さんの積極的なご協力をお願いします。

問い合わせ　生活道路パトロール課（☎ 574‐8861）へ

2311月 4日に大寄公民館南側駐車場で行われた
「タイム 16：00 ライトオン作戦」出発式で、交
通事故防止緊急アピールを読み上げる新井市長

1 2

3

1交通事故防止緊急アピール文
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 男女共同参画
だんだん徐々に

デートDVについて知ってください！

男女共同参画に関するお問い合わせは、
L・フォルテ（人権政策課男女共同参画係・☎ 573－4761・火曜日休館）へ

　DV（ドメスティック・バイオレンス）は、一般的に配偶者など親しい
関係にある相手に対して振るわれる、体や心への暴力のことです。被害
者支援のための法整備・啓発強化などにより、最近ではDVが社会的に
も「犯罪」であると認識されるようになってきています。
　最近では、10 代から 20 代前半の若い世代の「彼氏・彼女」といった
間柄の男女間でも同様のことが起きており、そのような暴力も＜デート
DV＞と呼ばれ、社会的な問題となっています。＜デートDV＞は殴る、
けるといった身体的暴力だけでなく、
・自分以外の異性や友達と会うことを制限する
・携帯電話のメールを勝手に見る
・嫌がることや性的関係を強要する
などの精神的、性的な暴力といった形でも、被害者を苦しめています。
　被害者は、暴力を受けながらも、「相手に嫌われたくないから」という感情や、「自分はそれほど愛され
ているんだ」という錯覚から、別れられずに、関係を続けてしまうことが少なくありません。
　一人ひとりの価値観や考え方はさまざまですが、どのような理由があっても、暴力は許されないものです。
パートナーとの良い関係を築くためには、何よりもまず、お互いに相手のことを思いやることが大切です。
　周囲の人々も＜デートDV＞を若い男女間の「けんか」と軽くとらえることなく、彼らが将来大人になっ
てからDVに苦しむことがないよう、ちょっとした変化に気付いてあげることが大切です。
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子育て支援センター子育て支援センター子育て支援センター 冬に向かって  みんなでジャンプ !!
● 豊里子育て支援センター
● おかべ子育て支援センター

☎ 587 － 1170
☎ 585 － 4101

● 桜ヶ丘子育て支援センター
● 藤沢子育て支援センター

☎ 574 － 8002
☎ 551 － 5055問い合わせ

○以下の事業は予約制です　　12月16日㈫午前 9時から電話でお申し込みください
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター

わくわく教室 親子でたっぷりスキンシップを
取って遊べるひとときです

桜ヶ丘子育て支援センター
 1 月 14日㈬
 1 月 21日㈬
 1 月 28日㈬
 いずれも午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児
１歳半以上児
お誕生月の子のみ 各 日

先 着 20 組
※1組1回のみ 無料

おはなし教室 豊かな心をはぐくむ絵本の読み聞
かせです

桜ヶ丘子育て支援センター
 1 月 23日㈮
 1 月 16日㈮・ 30日㈮
 いずれも午前 10時 30 分～ 11時 30 分

１歳半未満児
１歳半以上児

スマイルパパ パパと一緒にダイナミックに遊ぼ
う！

桜ヶ丘子育て支援センター
 1 月 24日㈯午前 10時 30 分～ 11時 30 分

平成 19年 4月～ 20 年 3
月生まれのお子さんとパパ 先 着 30 組

藤沢子育て支援センター
給食体験 給食を食べながら栄養士が食事

や栄養について相談に応じます
藤沢子育て支援センター
 1 月 13日㈫午前 11時～正午

離乳食を終了している
未就学児と保護者 先 着 7 組 親 300 円

子 250 円

ベビービクス 赤ちゃんとたっぷりスキンシップを
取って体をほぐして遊んであげましょう

南公民館
 1月29日㈭午前 10時 30 分～ 11時 30 分 １歳半未満児 先 着 30 組

無料
おかべ子育て支援センター ヨガ教室 ヨガで子育ての疲れをリフレッ

シュしませんか？
おかべ子育て支援センター
 1 月 17日㈯午前 10時 30 分～ 11時 30 分

幼稚園や保育園に通って
いない未就学児の保護者 先 着 20 人

○以下の事業は予約は必要ありません
受け付け 事業名 内　　　容 会　場　・　日　時 対　　象 募集人員 参加料

桜ヶ丘子育て支援センター パワフルらんど わくわく・おはなし教室がはたら
ふれあい館でも楽しめます

はたらふれあい館
12月 18 日㈭午前 10時 30 分～ 11時 30 分 1歳半未満児

人数の制限
はありません 無料

おかべ子育て支援センター 積み木教室
（世代間交流）

みんなで楽しくひのきの積み木で
遊びましょう！

おかべ子育て支援センター
12月 13 日㈯午前 10時 30 分～ 11時 30 分 ー

※子育て支援センターは、日・月曜日、祝日はお休みです。
※その他の事業については、市ホームページ（Ｕ http://www.city.fukaya.saitama.jp/）・市モバイルサイト（ http://
mobile.city.fukaya.saitama.jp/）をご覧になるか、各子育て支援センターへ電話でお問い合わせください。

※ 12月 5 日㈮のおはなし教室は、クリスマス会の準備のためお休みとなります。
※ 12月 4 日㈭のパワフルらんど、12月24日㈬、1月7日㈬のわくわく教室、12月26日㈮、1月9日㈮のおはなし教室は、
各支援センターの広場で開催します。

BOOK
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「ごたごた荘」に、赤いおさげ髪、
ソバカスがチャームポイントの少
女ピッピがやって来ました。元気
でパワフルなピッピが巻き起こす、
飛び切り愉快な物語です。

『長くつ下のピッピ』
アストリッド・リンドグレーン

ピッピはある日、どろぼうからお金をぬすまれそう

になります。わたしは、ぬすまれちゃうか心配に

なったけれど、「ピッピのことだから大じょうぶ。だっ

てピッピは、世界一強い」と信じていました。どろぼ

うはお金をぬすむため、ピッピをおそってきます。で

もピッピは、どろぼうを人差し指だけで、もち上げて

しまいました。すごい力持ちだなと感心しました。

　わたしは、ピッピみたいに、悪い人に負けない、強

い女の子になりたいです。

さ
　ん　花園小学校 4年　吉

よし

岡
おか

 明
あか

梨
り

みんなみんなのの
感
想

ほんのり心が温まる 5つのお話が
載っています。仲良しのがまくん
とかえるくんのユーモラスでのん
びりとしたやりとりは、大人が読
んでもほのぼのします。

『ふたりはともだち』
アーノルド・ローベル

かえるくんとがまくんは、とってもなかがいいんだ

ね。わたしもふたりにまけないくらいなかよしの

ともだちがいるよ。この本の中で、「おてがみ」が 1ば

んこころにのこったよ。かえるくんは、ほんとうにがま

くんのことが大すきなんだね。だって、がまくんのため

にわざわざいえにかえって、おてがみをかいてあげたん

だから。がまくんをよろこばせてあげたかったんだね。

　この本をよんでこころがあったかくなったよ。そして、

わたしももっとおともだちとなかよくしたいなとおもっ

たよ。

さ
　ん上柴西小学校 1年　田

た

島
じま

 彩
あや

加
か

みんなみんなのの
感
想

　

こ
の
ほ
ど
内
閣
府
か
ら
、
秋
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
が
11

月
３
日
（
文
化
の
日
）
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
は
、
多
年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
、
貢
献
さ
れ
た
５
人
の
か
た
が
た
が

受
章
の
栄
誉
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

※
年
齢
は
発
令
日
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

〈
保
健
衛
生
功
労
〉

旭
日
双
光
章

旭
日
双
光
章

塩
販
売
業
振
興
功
労

地
方
自
治
功
労

〈
地
方
自
治
功
労
〉

現 埼玉県塩販売組
　 合連合会会長
元 深谷市議会議員

元 大里郡歯科医師会
会長

元 花園町長

叙
勲
受
章

叙
勲
受
章  

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

秋の叙勲受章者

瑞
宝
瑞
宝
単単
光
章
光
章

〈
消
防
功
労
〉

瑞
宝
瑞
宝
双
光
双
光
章章

〈
消
防
功
労
〉

元 深谷市・岡部町
　 共同事務組合消防監

元 東京消防庁消防
　 司令補

危険業務従事者叙勲受章者

〈　
　
　
　
　
　
　
　

〉

深
ふ か ま ち

町佐
さ

平
へい

 氏
（中瀬・82歳）

宮
み や も と

本治
おさむ

 氏
（西島町・79歳）

柳
やなぎ

雅
まさ

己
み

 氏
（小前田・71歳）

大
お お さ わ

澤和
わ

一
いち

 氏
（秋元町・73歳）

渡
わ た な べ よ し す け

辺泰佑 氏
（上野台・66歳）
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ねぎ助写真館NEGISUKE'S
 photo studio

　上柴高齢者ふれあいの家で
は、毎週火・金曜日に健康増進
の一環として、卓球が盛んに行
われています。
上柴高齢者ふれあいの家オー
プン当初から施設を利用されて
いる橋

はし

本
もと

トモ子
こ

さんは、83 歳
とは思わせない卓球の腕前。軽
快なリズムで、ほかの利用者さ
んと卓球を楽しんでいました。
卓球の合間には、利用者さん
同士の会話も弾み、ふれあいの
家は、和やかムードに包まれて
いました。

■ 卓球で楽しい時間を満喫！

■ 第3回市政功労者表彰式挙行

　市では 11 月 7日、深谷市表彰
規則に基づき第 3 回市政功労者
表彰式を挙行しました。
　深谷市の発展にご貢献いただい
た 73 名、2 団体の皆様が受賞さ
れました。

自治意識の高揚に
貢献されたかた
國
くに

吉
よし

　眞
まさ

弘
ひろ

  様
原
はら

  　  正
まさ

則
のり

  様

生活文化の向上に
貢献されたかた
清
し

水
みず

　  巖
いわお

　様

産業の振興に
貢献されたかた
安
あん

部
べ

　國
くに

基
もと

  様
大
おお

野
の

　修
しゅう

司
じ

  様
栗
くり

原
はら

　孝
たか

典
のり

  様

島
しま

崎
ざき

　輝
てる

雄
お

  様
清
し

水
みず

　博
ひろ

幸
ゆき

  様
武
たけ

田
だ

　  哲
てつ

　様
椿
つばき

本
もと

　旦
たん

治
じ

  様
村
むら

岡
おか

　正
まさ

巳
み

  様
金
かな

井
い

　十
じゅう

郎
ろう

  様
神
かみ

尾
お

　耕
こう

一
いち

  様
塚
つか

越
ごし

　伸
のぶ

行
ゆき

  様
内
うち

田
だ

　  實
みのる

　様
野
の

邉
べ

　  晟
あきら

　様

地域防災活動に
貢献されたかた
飯
いい

塚
づか

　健
けん

一
いち

  様
内
うち

山
やま

　  喬
たかし

　様

江
え

原
はら

　禎
よし

明
あき

  様
大
おお

澤
さわ

　雅
まさ

則
のり

  様
笠
かさ

原
はら

　国
くに

一
いち

  様
髙
こう

野
の

健
けん

一
いち

朗
ろう

  様
小
こ

暮
ぐれ

　  毅
たけし

　様
小
こ

林
ばやし

　孝
たか

之
ゆき

  様
杉
すぎ

山
やま

　  功
いさお

　様
髙
たか

樋
ひ

　章
のり

匡
まさ

  様
長
なが

瀬
せ

　友
とも

之
ゆき

  様
深
ふか

町
まち

　和
かず

久
ひさ

  様
松
まつ

島
しま

　孝
たか

行
ゆき

  様
山
やま

合
あい

　  誠
まこと

　様
湯
ゆ

本
もと

　  洋
ひろし

　様
吉
よし

田
だ

　  哲
さとし

　様
吉
よし

田
だ

　哲
てつ

哉
や

  様

𠮷
よし

田
だ

　将
まさ

樹
き

  様

交通安全の推進に
貢献されたかた
松
まつ

本
もと

　廣
ひろ

昭
あき

  様

社会福祉の向上に
貢献されたかた
針
はりが や

谷　義
よし

治
じ

  様
池
いけ

田
だ

　絋
ひろ

子
こ

  様
今
いま

井
い

　育
やす

一
いち

  様
井
いの

上
うえ

　博
ひろ

久
ひさ

  様
小
こ

嶋
じま

むつみ  様
齋
さい

藤
とう

　  敦
あつし

　様
関
せき

口
ぐち

　良
よし

堅
かた

  様

恒
つね

屋
や

　昌
まさ

一
かず

  様
服
はっと り

部　  充
みつる

　様
松
まつ

澤
ざわ

　信
のぶ

広
ひろ

  様
茂
も

木
ぎ

　愛
あい

子
こ

  様
渡
わた

邊
なべ

　夏
なつ

江
え

  様
伊
い

藤
とう

　喜
き

平
へい

  様
柿
かき

澤
ざわ

　晃
こう

一
いち

  様

学校教育の振興に
貢献されたかた
石
いし

川
かわ

　  透
とおる

　様
一
いち

之
の

瀬
せ

信
のぶ

子
こ

  様
水
みず

越
こし

　哲
てつ

也
や

  様
矢
や

部
べ

　  昂
たかし

　様
川
かわ

田
た

　弘
ひろ

一
かず

  様

郷
ごう

田
だ

　
ひで

臣
おみ

  様
中
なか

島
じま

　章
あき

富
とみ

  様
原
はら

口
ぐち

　  博
ひろし

　様

社会教育の振興に
貢献されたかた
小
こ

暮
ぐれ

　捷
かつ

一
いち

  様
小
こ

林
ばやし

　  勇
いさむ

　様
柴
しば

﨑
さき

　重
しげ

雄
お

  様
清
し

水
みず

　昭
しょう

治
じ

  様
須
す

長
なが

　欣
きん

二
じ

  様
橋
はし

本
もと

　設
せつ

世
よ

  様
福
ふく

島
しま

　一
かず

男
お

  様
𠮷
よし

橋
はし

　孝
たか

治
じ

  様
小
こ

林
ばやし

　右
ゆう

司
じ

  様

内
うち

田
だ

　  茂
しげる

　様
仲
なか

田
だ

　  稔
みのる

　様
おか

部
べ

　敏
とし

之
ゆき

  様
強
こわ

瀬
せ

　統
のり

雄
お

  様
田
た

島
じま

　克
かつ

哉
や

  様

社会体育の振興に
貢献されたかた
松
まつ

本
もと

　道
みち

雄
お

  様
松
まつ

本
もと

　裕
ひろ

史
し

  様

赤
あか

城
ぎ

乳
にゅう

業
ぎょう

株式会社　様
株式会社　シェリエ　様

表彰状贈呈

感謝状贈呈

　10 月 5 日、深谷市民文化会館で
深谷市民謡民舞連合会発表会が開
催され、柏

はく

雲
うん

会
かい

の平
ひら

野
の

雲
うん

洋
よう

さんが民謡「米
よね

山
やま

甚
じん

句
く

」を
謡い総合優勝しました。

　10月12日、深谷市民文化会館で彩の国歯の祭典2008が開催され、「歯の健康家族表彰」に長
なが

島
しま

つるさん、
達
たつ

夫
お

さん、崇
たかし

さんが、「8020 よい歯のコンクール」に野
の

辺
べ

美
み

智
ち

子
こ

さんが、受賞者を代表して表彰されました。
　また、図画・ポスターコンクールでは常盤小学校２年生の松

まつ

井
い

晴
はる

香
か

さんと深谷中学校２年生の木
き

村
むら

朱
あか

里
り

さんが特別会長賞を受賞しました。

■ 歯を大切に！

彩の国  歯の祭典２００８開催!!

■ 法務大臣表彰

橋本トモ子さんは、写真右から４番目

　10 月 15 日の振り込め詐欺の全国集中警戒日
に合わせ、上宿防犯パトロール隊が振り込め詐欺
防止の呼び掛けを行いました。

■ 振り込め詐欺防止活動

　10 月 1 日、法務省において、
永年にわたって人権擁護委員とし
て活躍し、その功績が顕著であっ
た、茂

もて

木
ぎ

誠
せい

子
こ

さんが法務大臣から
表彰されました。

■ 深谷の民謡チャンピオン♪

■ スポーツ栄誉賞授与

　10 月 11 日、埼玉会館で行われた平成
20 年埼玉県防犯のまちづくり県民大会で
大
おお

屋
や

繁
しげ

昌
まさ

さんに防犯栄誉銅賞が伝達されま
した。

■ 防犯栄誉銅賞受賞
　大分県で行われた第 63 回国民体育大
会（チャレンジ！おおいた国体）におい
て、深谷商業高校陸上部の嘉

よし

山
やま

大
だい

介
すけ

さん
が【少年男子A】三段跳で、真

ま

下
した

まなみ
さんが【少年女子A】800 ｍで、それぞ
れ第 2位の成績を収めました。この栄
誉をたたえ、深谷市スポーツ栄誉賞が贈
られました。

市長に報告に訪れた茂木さん

市長に報告に訪れた大屋さん

達夫さん　　つるさん　崇さん 野辺さん
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みんなの健康みんなの健康 Health Navi

Health Navi
みんなの健康みんなの健康

　　深谷市保健センター（☎ 575ー 1101）
　　岡部保健センター（岡部福祉健康課・☎ 585ー 2214）

眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院
とき 休日診療医院名 問い合わせ

12月28日㈰ 吉田眼科医院 ☎ 585 － 2054
とき 休日診療医院名 問い合わせ

12月 7日㈰ 正田眼科 ☎ 571 － 1198
※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、変更になる場合があります。

事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
 1 月 20 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）■予約は、花園福祉健康課（☎ 584 － 1123）へ

4か月児健康診査 12 月 16 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  7 月・8月生まれ

3歳児健康診査 12 月  9 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年  5 月・6月生まれ

BCG接種  1 月  7 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年  9 月生まれ

●川本区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、川本福祉健康課（☎583－ 2532）へ

　　総合健診センター（問い合わせは、深谷市保健センターへ）
　　おかべ子育て支援センター（問い合わせは、岡部福祉健康課へ）

事業名 実施日時など 会場 対象者など

マタニティ教室
12 月  5 日㈮

12 日㈮
20 日㈯

午前 9時 20 分～ 11 時 50 分
おおむね妊娠中期（16 週～ 27 週）の妊婦と夫、
祖父母
※要電話予約

乳幼児相談

12 月 10 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

未就学児とその保護者
※午後は要電話予約

12 月 15 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

12 月 17 日㈬ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

12 月 22 日㈪ 午前 10 時～ 11 時 30 分
午後  1 時～  4 時

子育ての広場
時間は午前 10 時～午後 4時、22 日㈪のおかべ子育て支援センター
は午前 10 時～正午
■実施日・会場は、乳幼児相談と同様

子育て中の保護者とお子さん（未就学児）の
交流の場としてお部屋を開放

健康相談 毎週月～金曜日
（祝日を除く） 午前 8時 30 分～午後 5時 15 分 電話相談は随時

※面接は要電話予約

こころの健康相談 12 月 16 日㈫ 午後 2時～ 3時 50 分
精神的不安や対人関係、お酒に関する悩み、心の
病気などや福祉制度などについて相談のあるかた
※要電話予約

●市内全区域のかたを対象とした保健事業　　 　　 問い合わせは、各会場（上記）へ

会場 会場

花園

花園

おか

深谷

深谷

おか
深谷
岡部

　　川本保健センター（川本福祉健康課・☎ 583ー 2532）
　　花園保健センター（花園福祉健康課・☎ 584ー 1123）
川本
花園

総合

川本

●深谷区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、深谷市保健センター（☎575－ 1101）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室 12 月  9 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査

12 月 12 日㈮

（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 20 年  7 月 25 日～  8 月  3 日生まれ

12 月 19 日㈮ 平成 20 年  8 月  4 日～  8 月 15 日生まれ

 1 月  9 日㈮ 平成 20 年  8 月 16 日～  8 月 25 日生まれ

1歳 6か月児
健康診査

12 月 18 日㈭
（受け付け：午後 1時～ 2時）

平成 19 年  5 月 17 日～  5 月 31 日生まれ

 1 月  8 日㈭ 平成 19 年  6 月  1 日～  6 月 15 日生まれ

3歳児健康診査
12 月 11 日㈭

（受け付け：午後 1時～ 2時）
平成 17 年  5 月 16 日～  5 月 31 日生まれ

 1 月 15日㈭ 平成 17 年  6 月  1 日～  6 月 15 日生まれ

BCG接種 12 月 17 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  8 月 16 日～  9 月 15 日生まれ総合

深谷

深谷

深谷

深谷

事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室  1 月 20 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話
予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）

4か月児健康診査 12 月 16 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  7 月・8月生まれ

3歳児健康診査 12 月  9 日㈫ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 17 年  5 月・6月生まれ

BCG接種  1 月  7 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 1時 30 分） 平成 20 年  9 月生まれ

●花園区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、花園福祉健康課（☎584－ 1123）へ

花園

花園

※眼科・耳鼻咽喉科休日診療医院は、携帯電話からもご確認いただけます。ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

休日急患の診療
休日急患診療所 こども夜間診療所

  12 月 7 日・14 日・ 21 日・ 23 日・28 日・31 日
診療日

12 月 6 日・  7 日・13 日・14 日・20 日・21 日
23 日・27 日・28 日・31 日

  1 月 1 日・  2 日・  3 日・  4 日・11 日・12 日
18 日・25 日

1 月 1日・  2 日・  3 日・  4 日・10 日・11 日
12 日・17 日・18 日・24 日・25 日・31 日

午前 9 時～正午・午後 2 時～ 5時 診療時間 午後 7時～10 時

内科・小児科 診療科目 小児科・内科

休日急患診療・こども夜間診療の診療場所は、総合健診センター・休日急患診療所（常盤町・☎573－7723）です。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、変更になる場合があります。
※休日急患診療・こども夜間診療の日時は、携帯電話からもご確認いただけます。ｕhttp://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

花園

花園

花園

花園

●岡部区域のかたを対象とした保健事業　　　問い合わせは、岡部福祉健康課（☎585－ 2214）へ
事業名 実施日時など 会場 対象者など

離乳食教室
 1 月 20 日㈫ （受け付け：午前 9時 45 分～ 10 時） おおむね 3 ～ 4 か月児　※ 1週間前までに要電話

予約（保育を希望されるかたは予約時にご相談ください）■予約は、花園福祉健康課（☎ 584 － 1123）へ

BCG接種 12 月 17 日㈬ （受け付け：午後 1時～ 2時） 平成 20 年  8 月 16 日～ 9 月 15 日生まれ

花園

総合

花園

花園



募　

集

募　

集

「
深
谷
ね
ぎ
焼
酎
」
の
名
称
を
募

集
し
ま
す
！

　

深
谷
ね
ぎ
焼
酎
づ
く
り
の
会
で

は
、
深
谷
ね
ぎ
の
消
費
拡
大
や
新
た

な
物
産
品
開
発
の
一
つ
と
し
て
焼
酎

を
作
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の

商
品
を
広
く
皆
さ
ん
に
周
知
す
る
と

と
も
に
、
愛
着
の
持
て
る
商
品
と
す

る
た
め
、
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

賞
品　
【
採
用
作
品
（
１
点
）】
＝
深
谷

ね
ぎ
30
㎏
と
深
谷
ね
ぎ
焼
酎
３
本
、

【
採
用
候
補
作
品
（
３
点
）】
＝
深
谷

ね
ぎ
10
㎏
と
深
谷
ね
ぎ
焼
酎
１
本

※
受
賞
者
が
未
成
年
の
場
合
は
、
焼

酎
の
受
け
取
り
は
保
護
者
と
な
り

ま
す
。

選
定
方
法　

深
谷
ね
ぎ
焼
酎
づ
く
り

の
会
で
協
議
の
上
決
定
し
ま
す
。

著
作
権
な
ど　

採
用
作
品
に
関
す
る

一
切
の
権
利
は
深
谷
ね
ぎ
焼
酎
づ

く
り
の
会
に
帰
属
し
ま
す
。

採
用
作
品
の
発
表　

採
用
者
へ
直
接

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

そ
の
他　

１
人
何
点
で
も
応
募
で

き
ま
す
。
応
募
用
紙
１
枚
に
つ

き
、
１
作
品
と
し
ま
す
（
応
募
用

紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
各
公
民

館
窓
口
で
取
得
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

平
成

21
年
１
月
14
日
㈬
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
農
業
振
興
課
（
〠
３
６
６

‐
０
８
２
２
・
仲
町
20
‐
１
・
☎

５
７
４
‐
６
６
４
８
）
へ

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
出
場
者
募
集

　

平
成
21
年
１
月
31
日
㈯
に
開
催
す

る
「
宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク

劇
場
in
深
谷
」
の
第
３
部
「
ほ
の
ぼ

の
コ
メ
デ
ィ
劇
場
」
の
出
演
希
望
者

の
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま

す
。
吉
本
新
喜
劇
の
メ
ン
バ
ー
と
共

演
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
皆
さ
ん

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
司
会
進
行
は
お
笑
い
コ
ン
ビ
の

「
カ
ナ
リ
ア
」
で
す
。

と
き　

平
成
21
年
１
月
17
日
㈯
午
後

２
時

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
大

ホ
ー
ル

申
し
込
み　

12
月
22
日
㈪
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が
き
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課

「
宝
く
じ
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
係
」（
〠

３
６
６
‐
０
８
２
３
・
本
住
町
17

‐
３
・
ｅb

u
n
ka
sin
ko
u
@
c
ity

.fu
ka
ya
.sa
ita
m
a
.jp

）
へ

※
年
齢
、
性
別
な
ど
の
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
８
１
）
へ

催　

し

催　

し

健
康
講
演
会　

聴
講
生
募
集
！

「
知
っ
てgood!!

聞
い
てgood!!

あ
な
た
の
た
め
の
健
康
講
座
」

　

市
内
の
お
医
者
さ
ん
が
た
め
に
な

る
お
話
を
繰
り
広
げ
る
全
７
回
コ
ー

ス
の
第
５
回
・
第
６
回
の
聴
講
生
を

募
集
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
２
回
に
わ
た
る
、
が
ん

に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

第
５
回　

１
月
19
日
㈪
午
後
７
時
〜

テ
ー
マ　
「
が
ん
治
療
と
予
防
①
〜

知
り
た
い
！
遺
伝
、
予
防
〜
」

第
６
回　

２
月
16
日
㈪
午
後
７
時
〜

テ
ー
マ　
「
が
ん
治
療
と
予
防
②
〜

肝
胆
膵
の
が
ん
を
中
心
に
〜
」

講
師　

伊い

藤と
う

博ひ
ろ
し

医
師
（
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
、深
谷
赤
十
字
病
院
）

と
こ
ろ　

深
谷
赤
十
字
病
院
１
階
多

目
的
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

各
回
先
着
30
人

受
講
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

12
月
16

日
㈫
午
前
９
時
か
ら
、
電
話
で
深

谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
５
７
５

‐
１
１
０
１
）
へ

子
育
て
講
演
会

子
育
て
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

テ
ー
マ　
『
子
ど
も
の
主
張
と
ど
う

向
き
合
う
か
』

　

日
常
の
子
ど
も
と
の
や
り
と
り

で
、
子
ど
も
の
主
張
に
ど
う
応
え
た

ら
よ
い
か
迷
う
と
き
、
ヒ
ン
ト
に
な

る
お
話
で
す
。

と
き　

平
成
21
年
１
月
19
日
㈪
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
大

会
議
室　

講
師　

埼
玉
工
業
大
学
人
間
社
会
学
部

心
理
学
科
准
教
授
・
友と

も

田だ

貴あ
つ

子こ

氏

対
象　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
養
育

し
て
い
る
保
護
者
の
か
た

定
員　

先
着
30
人

受
講
料　

無
料

託
児　

先
着
20
人
（
無
料
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

12
月
15

日
㈪
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話
で
児

童
課
（
☎
５
７
４
‐
６
６
４
６
）
へ

情 

報 

ひ 

ろ 

ば

IN
FO
R
M
A
T
IO
N

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
子
育
て
支
援

ク
リ
ス
マ
ス
会

　

み
ん
な
で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ

う
。親
子
で
飾
り
を
手
作
り
し
ま
す
。

と
き　

12
月
17
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時

と
こ
ろ　

Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
軽
運
動
室

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持
ち
物　

は
さ
み
、
の
り

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

Ｌ
・
フ
ォ

ル
テ
（
☎
５
７
３
‐
４
７
６
１
・

火
曜
日
休
館
）
へ

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

深
谷
市
立
図
書
館

■
読
書
講
演
会

「
北き
た

川が
わ

千ち

代よ

と
藤ふ
じ

田た

貞さ
だ

資す
け

〜
私
と
深

谷
と
の
関か
か

わ
り
か
ら
〜
」

講
師　

遠え
ん

藤ど
う

寛ひ
ろ

子こ

氏（
児
童
文
学
者
）

と
き　

12
月
７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

■
ち
い
さ
い
子
の
た
め
の
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
10
日
㈬
午
前
11
時
〜

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

内
容　

お
は
な
し
と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館
（
☎

５
７
１
‐
８
２
１
０
）
へ

岡
部
図
書
館

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
20
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

岡
部
公
民
館
１
階
会
議
室

内
容　

お
は
な
し
と
ミ
ル
ク
お
や
じ

を
一
層
高
め
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
啓
発
週
間
に
当
た
り
、
次

の
通
り
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

12
月
16
日
㈫
ま
で

と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
１
階
市
民

ホ
ー
ル

内
容　

拉
致
問
題
の
概
要
や
拉
致
被

害
者
と
家
族
な
ど
の
写
真
の
展
示

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

政
策
推
進
課
（
☎

５
７
４
‐
８
０
９
６
）
へ

平
成
21
年
深
谷
市
消
防
団
出
初
式

　

深
谷
市
消
防
団
で

は
、
平
成
21
年
の
新
春

を
飾
る
出
初
式
を
次

の
通
り
実
施
し
ま
す
。

出
初
式
は
、
新
春
を

告
げ
る
風
物
詩
の
一

つ
と
し
て
全
国
的
に

行
わ
れ
て
い
る
も
の

で
、
消
防
車
25
台
に

よ
る
パ
レ
ー
ド
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
出
初
式
当
日
は
サ
イ
レ
ン

を
吹す

い

鳴め
い

し
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違

え
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

と
き　

平
成
21
年
１
月
11
日
㈰
午
前

10
時
〜

と
こ
ろ　

消
防
本
部
屋
外
訓
練
場

サ
イ
レ
ン　

午
前
８
時
（
15
秒
吹
鳴

↓
６
秒
休
み
↓
15
秒
吹
鳴
）

問
い
合
わ
せ　

消
防
総
務
課
（
☎

５
７
１
‐
０
９
０
０
）
へ

『
身
の
丈
起
業
塾
』
講
演
会

　

起
業
・
創
業
を
考
え
て
い
る
か
た

や
既
に
事
業
を
行
っ
て
い
て
、
次
へ

の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
考
え
て
い
る

か
た
た
ち
を
応
援
す
る
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

起
業
支
援
に
つ
い
て
の
経
験
が
豊

富
な
講
師
か
ら
、
起
業
の 

〝
コ
ツ
〞
を

聞
く
こ
と
が
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

テ
ー
マ　
「
は
じ
め
よ
う
！
自
分
サ

イ
ズ
の
会
社
経
営
」

と
き　

平
成
21
年
１
月
21
日
㈬
午
後

６
時
〜
（
約
２
時
間
）

と
こ
ろ　

深
谷
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
・
深
谷
公
民
館
大
会
議
室

講
師　

前ま
え

田だ

隆た
か

正ま
さ

氏
（「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
み
た
か
」
推
進
協
議
会

会
長
）

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

先
着
１
０
０
人
程
度

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

電
話

ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
参
加
希

望
者
の
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
商
工
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
５
０
・
ｆ

５
７
４

‐
６
６
６
９
）
へ

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間

と
写
真
展

　

12
月
10
日
〜
16
日
ま
で
は
「
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間｣

で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
啓
発
週

間
を
機
に
拉
致
問
題
に
対
す
る
関
心

■ 

広
報
ふ
か
や
は
、
点
字
版
と
テ
ー
プ
・
Ｃ
Ｄ
版
も
発
行
し
て
い
ま
す
。
送
付
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
市
社
会
福
祉
協
議
会(

☎
５
７
３
ー
６
５
６
３)

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■保育士・学童保育室指導員（臨時職員）を募集しています。

問い合わせ　保育課（☎ 574－ 8648）へ

17 Fukaya City Information 16夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

※
文
化
団
体
、
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
市
民
団
体
な
ど
の
情
報
に
つ
い
て
は
、

別
冊
の
「
お
し
ら
せ
版
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
教
室

会　場 講 座 名 内　容 と　き（1月） 定員 対　象

深谷生涯学習セン
ター・深谷公民館
☎ 571ー 0506

パソコン入門 コンピューターの起動、日本語
の入力

13日㈫
14日㈬ 午前 9時

～ 11時 45分
各先着
18人

パソコンの初歩か
ら学びたいかた

メール入門 メールの送受信、アドレス帳利
用、ファイル添付など

28日㈬
29日㈭

日本語入力ができ
るかた

岡部公民館
☎585ー 4974

メール入門 メールの送受信、アドレス帳利
用、ファイル添付など

19日㈪
20日㈫

午前 9時
～ 11時 45分

各先着
12人

日本語入力ができ
るかた

川本公民館
☎583ー 3234

パソコン入門 コンピューターの起動、日本語
の入力

15日㈭
16日㈮ 午前 9時

～ 11時 45分
各先着
12人

パソコンの初歩か
ら学びたいかた

インターネット
入門

ホームページを見る、お気に入
りへの登録

26日㈪
27日㈫

日本語入力ができ
るかた

花園公民館
☎584ー 2184

パソコン入門 コンピューターの起動、日本語
の入力

7日㈬
8日㈭ 午前9時

～ 11時 45分
各先着
12人

パソコンの初歩か
ら学びたいかた

のんびり入力 カードなどの作品を楽しんで作りな
がら、日本語入力をマスターする

21日㈬
22日㈭

日本語入力ができ
るかた

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
者
で
、
各

対
象
要
件
を
満
た
す
か
た

参
加
料　

５
０
０
円
（
資
料
代
）

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

12
月
24
日

㈬
午
前
８
時
30
分
か
ら
、
参
加
料
を

添
え
て
各
会
場
と
な
る
公
民
館
へ

申
し
込
み　

12
月
25
日
㈭
（
当
日
消

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が
き

（
往
復
は
が
き
の
書
き
方
参
照
）

で
深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

※
１
通
の
は
が
き
で
２
人
ま
で
応
募
可

入
場
整
理
券
当
選
・
交
付
方
法

　

当
選
者
に
は
返
信
用
は
が
き
に
入

場
整
理
券
を
印
刷
し
、
平
成
21
年

１
月
13
日
㈫
ご
ろ
発
送
し
ま
す
。

・ 

整
理
券
が
な
い
と
入
場
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
（
再
発
行
は
し
ま
せ
ん
）。

・ 

抽
選
に
外
れ
た
応
募
者
に
は
、
返
信

用
は
が
き
で
そ
の
旨
を
通
知
し
ま
す
。

・ 

申
し
込
み
は
１
人
１
枚
と
し
、
複

数
申
し
込
み
や
、
往
復
は
が
き
以

外
で
の
申
し
込
み
は
無
効
で
す
。

・ 

申
込
時
に
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

個
人
情
報
は
、
当
該
の
目
的
の
み

に
使
用
し
ま
す
。

※
第
６
回
の
募
集
は
随
時
広
報
ふ
か

や
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
７
５
‐
１
１
０
１
）
へ

人
気
沸
騰
！ 

平
成
20
年
度

第
５
回
「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会

　

第
５
回
の

ゲ
ス
ト
は
漫

才
師
の
青あ

お

空ぞ
ら

球き
ゅ
う

児じ

・
好こ

う

児じ

さ
ん
で
す
。
医
師
で
落
語
家
の
立た

て

川か
わ

ら
く
朝

ち
ょ
う

さ
ん
に
よ
る
健
康
落
語
や
、

国
立
国
際
医
療
セ
ン
タ
ー
第
一
専
門

外
来
部
長
の
赤あ

か

塚つ
か

宣の
ぶ

治は
る

先
生
に
よ
る

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

な
れ
の
果
て
」
と
題
し
た
講
演
も
併

せ
て
行
い
ま
す
。
ま
た
総
合
司
会
は

笑
い
と
健
康
学
会
会
長
の
澤さ

わ

田だ

隆た
か

治は
る

さ
ん
で
す
。

と
き　

平
成
21
年
１
月
24
日
㈯
開
場

＝
午
後
１
時
、
開
演
＝
午
後
１
時

30
分

と
こ
ろ　

深
谷
市
民
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
者

定
員　

３
０
０
人

入
場
料　

無
料

【往復はがきの書き方（見開きの状態）】

青空球児・好児さん

深
谷
市
本
住
町
十
七
番
一
号

深
谷
市
保
健
セ
ン
タ
ー 

行

※
空
欄

　

こ
こ
は
白
紙
の
ま
ま
！

あ
な
た
の
お
名
前 

様

あ
な
た
の
ご
住
所

平
成
二
十
年
度 

第
五
回

「
笑
い
と
健
康
」
講
演
会 

聴
講
希
望

①
郵
便
番
号
・
住
所

②
氏
名

③
電
話
番
号

④
希
望
人
数
（
１
人
ま
た
は
２
人
）

〒 366-0823

往信（表）

往信（裏）返信（表）

返信（裏）

往信

返信



の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ

問
い
合
わ
せ　

岡
部
図
書
館
（
☎

５
８
５
‐
５
９
６
８
）
へ

川
本
図
書
館

■
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会

と
き　

12
月
13
日
㈯
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

５
歳
く
ら
い
〜
小
学
校
低
学
年

内
容　

読
み
聞
か
せ
「
ま
ね
っ
こ
だ

い
す
き
」、
紙
芝
居
「
く
つ
し
た

の
中
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
ほ
か
、
語

り
・
折
り
紙
教
室

問
い
合
わ
せ　

川
本
図
書
館
（
☎

５
８
３
‐
６
２
５
０
）
へ

花
園
図
書
館
（
ア
ク
ロ
ス
）

■
子
ど
も
お
は
な
し
・
映
画
会

と
き　

12
月
14
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜

対
象　

幼
児
・
小
学
校
低
学
年

内
容　

お
は
な
し
と
映
画
「
マ
ッ
チ

う
り
の
し
ょ
う
じ
ょ
」

■
お
は
な
し
玉
手
箱（
お
は
な
し
会
）

と
き　

12
月
14
日
㈰
午
後
３
時
〜

対
象　

小
学
生
〜
一
般

内
容　

紙
芝
居
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ

ン
グ
（
語
り
）

■
わ
く
わ
く
ク
リ
ス
マ
ス
会

と
き　

12
月
23
日
㈷
午
後
２
時
〜
３
時

と
こ
ろ　

花
園
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

内
容　

お
は
な
し
会

■
絵
本
編
集
者 

吉よ
し
田だ

幸こ
う
司じ

氏
講
演
会

と
き　

平
成
21
年
１
月
24
日
㈯
午
後

２
時
〜
４
時

と
こ
ろ　

花
園
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

対
象　

市
内
在
住
か
在
勤
者

定
員　

先
着
50
人

参
加
料　

無
料

内
容　
「
絵
本
は
ど
の
よ
う
に
出
版

さ
れ
る
の
か
」

※
創
作
絵
本
の
講
評
あ
り
（
申
し
込

み
が
必
要
で
す
）

申
し
込
み　

12
月
14
日
㈰
か
ら
花
園

図
書
館
へ

問
い
合
わ
せ　

花
園
図
書
館
（
☎

５
７
９
‐
１
３
３
３
）
へ

※
各
図
書
館
の
ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な

し
会
で
は
、
か
わ
い
い
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

■
図
書
館
休
館
日
（
４
館
共
通
）

〔
12
月
〕
＝
１
日
㈪
・
２
日
㈫
・
８

日
㈪
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
24
日

㈬
・
29
日
㈪
・
30
日
㈫
・
31
日
㈬

〔
１
月
〕
＝
１
日
㈷
・
２
日
㈮
・
３

日
㈯
・
５
日
㈪
・
13
日
㈫
・
19
日

㈪
・
26
日
㈪
・
30
日
㈮

夢
・
き
ら
き
ら
ア
ー
ト
展

深
谷
市
特
別
支
援
教
育

児
童
生
徒
作
品
展

　

市
内
小
・
中
学
校
の
特
別
支
援
学

級
や
本
庄
養
護
学
校
高
等
部
へ
通
う

児
童
・
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

自
分
の
思
い
を
表
現
し
た
り
、
得

意
な
面
を
生
か
し
た
り
し
て
作
品
を

作
り
ま
し
た
。

と
き　

平
成
21
年
１
月
17
日
㈯
〜
19

日
㈪
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
19
日
は
午
前
11
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

大
寄
公
民
館
体
育
室

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
☎

５
７
２
‐
９
５
７
８
）
へ

生　

活

生　

活

国
民
年
金
基
金

　

国
民
年
金
基
金
は
、
国
民
年
金
に

プ
ラ
ス
す
る
公
的
な
年
金
で
す
。

　

自
営
業
な
ど
の
か
た
が
加
入
で
き

る
年
金
制
度
で
、
掛
け
金
は
定
額
、

年
金
額
も
保
証
、
税
金
が
優
遇
な
ど

有
利
で
安
心
な
年
金
で
す
。

加
入
で
き
る
か
た　

国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
で
60
歳
未
満
の
か
た

（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
必
要
）

５
つ
の
メ
リ
ッ
ト

①
掛
け
金（
月
額
６
万
８
千
円
以
内
）・

年
額
と
も
自
由
に
選
べ
ま
す
。

②
掛
け
金
は
全
額
（
年
額
81
万
６
千

円
ま
で
）
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

と
な
り
、
受
け
取
る
年
金
額
も
公
的

年
金
等
控
除
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

③
掛
け
金
は
60
歳
ま
で
定
額
、
年
金

額
も
生
涯
に
わ
た
り
保
障
さ
れ
ま

す
（
確
定
型
年
金
を
除
く
）。

④
納
め
た
期
間
に
見
合
っ
た
年
金
額
が

受
け
取
れ
ま
す
（
掛
け
捨
て
な
し
）。

⑤
収
入
に
応
じ
て
掛
け
金（
年
金
額
）

を
増
減
で
き
ま
す
。

★
基
金
掛
け
金
と
併
せ
て
、
国
民
年

金
保
険
料
も
便
利
な
口
座
振
替
で
★

　

国
民
年
金
基
金
の
掛
け
金
は
、
口

座
振
替
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
本
体
で
あ
る
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
委
託
を
、
国
民
年

金
基
金
へ
申
し
込
む
こ
と
で
基
金
の

掛
け
金
と
併
せ
て
口
座
振
替
が
で
き

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み　

埼
玉
県

国
民
年
金
基
金
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
☎
０
１
２
０
‐
６
５
４
１
９
２
・

ｕh
ttp
://w

w
w
.k
o
k
u
n
e
n
k
ik

in
.o
r.jp

）
へ

〜
付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か
〜

　

老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
は

７
９
２
，
１
０
０
円
（
満
額
40
年
間

保
険
料
納
付
）
で
す
が
、
老
後
に
よ

り
高
い
老
齢
年
金
を
受
け
た
い
と
考

え
て
い
る
か
た
は
、
毎
月
の
保
険
料

（
１
４
，
４
１
０
円
）
の
ほ
か
に
、

付
加
保
険
料
（
４
０
０
円
）
を
上
乗

せ
し
て
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
金
額
は
す
べ
て
平
成
20
年
度
額
）。

　

第
１
号
被
保
険
者
の
か
た
は
、
保

険
料
と
給
付
（
老
齢
基
礎
年
金
）
額

が
定
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
将
来
の
生
活
設
計
に
合
わ
せ
て

基
礎
年
金
に
上
乗
せ
で
き
る
よ
う
、

こ
の
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

保
険
料
は
、
国
民
年
金
保
険
料
と
同

じ
く
全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

　

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
第
１

号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入
被
保
険

者
の
か
た
で
す
（
申
し
込
み
を
し
た
月

か
ら
加
入
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
納
付

免
除
・
猶
予
・
学
生
特
例
を
受
け
て
い

る
か
た
や
国
民
年
金
基
金
の
加
入
者
の

18夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

か
た
は
で
き
ま
せ
ん
）。

　

付
加
年
金
額
は
「
２
０
０
円
×
付
加

保
険
料
納
付
月
数
」
で
す
。
例
え
ば
40

年
間
付
加
保
険
料
を
納
付
し
た
か
た
は

７
９
２
，
１
０
０
円
に
９
６
，
０
０
０

円
（
２
０
０
円
×
４
８
０
月
）
が
上

乗
せ
さ
れ
、
合
計
８
８
８
，
１
０
０

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
老
齢
基
礎
年

金
の
受
給
に
合
わ
せ
て
繰
り
上
げ
、
ま

た
は
繰
り
下
げ
支
給
を
受
け
る
と
き

は
、
付
加
年
金
も
そ
の
と
き
の
支
給

率
に
応
じ
て
減
額
・
増
額
さ
れ
ま
す
。

「
国
民
年
金
納
付
記
録
」
の
情
報
提

供
に
つ
い
て

　

市
役
所
窓
口
で
の
「
国
民
年
金
納

付
記
録
」
の
情
報
提
供
は
、
引
き
続

き
延
長
し
て
行
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

熊
谷
社
会
保
険
事

務
所
（
☎
５
２
２
‐
５
１
５
８
）、

保
険
年
金
課
（
☎
５
７
４
‐

６
６
４
１
）、
岡
部
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
３
）、
川

本
市
民
環
境
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
３
）、
花
園
市
民
環
境
課

（
☎
５
８
４
‐
１
１
２
２
）
へ

建
物
を
取
り
壊
し
た
か
た
へ

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
そ

の
建
物
に
課
税
さ
れ
て
い
た
固
定
資

産
税
、
都
市
計
画
税
（
市
街
化
区
域

お
よ
び
用
途
地
域
）
は
課
税
さ
れ
な

く
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
１
月
１
日

が
賦
課
期
日
で
す
の
で
、
平
成
21
年

１
月
２
日
に
取
り
壊
し
た
場
合
、
平

成
21
年
度
は
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
場
合
は
、
必

ず
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
を
取
り
壊
す
と
住
宅

用
地
の
特
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

資
産
税
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
３
８
）、
岡
部
税

務
課
（
☎
５
８
５
‐
２
２
１
５
）、

川
本
税
務
課
（
☎
５
８
３
‐

２
７
８
２
）、
花
園
税
務
課
（
☎

５
８
４
‐
１
１
２
４
）
へ

平
成
21
年
度
償
却
資
産
の
申
告
に

つ
い
て

　

固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る
償
却

資
産
を
所
有
す
る
か
た
は
、
毎
年
１

月
１
日
現
在
に
お
け
る
償
却
資
産
の

状
況
に
つ
い
て
「
償
却
資
産
申
告
書
」

を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、平
成
20
年
度
税
制
改
正
で
、

機
械
お
よ
び
装
置
の
耐
用
年
数
省
令

が
大
幅
に
見
直
し
さ
れ
、
平
成
21
年

度
申
告
分
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

対
象　

平
成
21
年
１
月
１
日
㈷
現

在
、
市
内
に
事
業
用
の
償
却
資
産

を
所
有
し
て
い
る
か
た
（
償
却
資

産
を
他
人
に
貸
与
し
て
い
る
か
た

も
含
ま
れ
ま
す
）

申
告
対
象
資
産　

土
地
お
よ
び
家
屋

以
外
の
事
業
の
用
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
有
形
の
固
定
資
産
（
自

動
車
税
お
よ
び
軽
自
動
車
税
が
課

税
さ
れ
る
も
の
や
、
少
額
の
減
価

償
却
資
産
な
ど
は
申
告
の
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
）

少
額
の
減
価
償
却
資
産
と
は　

耐
用
年

数
１
年
未
満
ま
た
は
、
取
得
価
格
が

10
万
円
未
満
の
も
の
で
一
時
損
金

算
入
さ
れ
る
も
の
お
よ
び
取
得
価

格
が
20
万
円
未
満
の
も
の
で
、
３

年
間
で
一
括
損
金
算
入
す
る
も
の

受
付
期
間　

平
成
21
年
１
月
５
日
㈪

〜
２
月
２
日
㈪

提
出
書
類　

償
却
資
産
申
告
書
と
種

類
別
明
細
書

提
出
先
と
問
い
合
わ
せ　

直
接
ま
た

は
郵
送
で
資
産
税
課
（
〠
３
６
６

‐
８
５
０
１
・
仲
町
11
‐
１
・
☎

５
７
４
‐
６
６
３
８
）
へ

※
償
却
資
産
申
告
書
お
よ
び
種
類
別

明
細
書
が
必
要
な
場
合
は
、
資
産

税
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

お
願
い
し
ま
す
！
空
き
地
の
管
理

　

空
気
が
乾
燥
し
た
こ
の
時
期
に

は
、
空
き
地
に
繁
茂
し
て
い
た
雑
草

が
枯
れ
た
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い
る

と
の
情
報
が
、
市
や
消
防
署
に
多
数

寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
枯
れ
草
を
放
置
し
て
お

く
と
、
投
げ
た
タ
バ
コ
な
ど
に
よ
る

火
災
発
生
の
危
険
が
あ
る
ば
か
り
か

不
法
投
棄
の
誘
発
な
ど
、
周
辺
に
お

住
ま
い
の
か
た
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

空
き
地
を
お
持
ち
の
か
た
は
、
こ
の
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差し押さえ財産の
インターネット公売を開始します

　市では、度重なる納税指導（督
促状や催告書の送付・訪問など）
を行っても納税していただけない
市税の滞納者に対しては、滞納処

分（財産を差し押さえ、強制的に売却し、滞納税
金に充てる手続き）を行っています。
　平成 21年 1月から差し押さえ財産を売却する
方法の一つとして、インターネット公売を開始し
ます。
　インターネット公売とは、誰でも参加できるイ
ンターネットオークションを利用して、差し押さ
えた財産（動産など）を売却するもので、その売
却代金は滞納市税などに充てられます。
　このインターネット公売への参加方法などの詳
しい内容については、広報ふかや 1月号と市ホー
ムページに掲載します。
問い合わせ　収税課（☎ 574－ 6639）へ

平成20年工業統計調査にご協力ください

　経済産業省では、工業統計調査を平成 20 年 12 月
31日㈬現在で実施します。
　工業統計調査は、製造業を営む事業所を対象に、1年
間の生産活動に伴う製造品の出荷額、原材料使用額など
を調査し、製造業の実態を明らかにすることを目的とし
ています。
　調査結果は、国や地方公共団体の行政施策の重要な基
礎資料として使われるほか、企業・大学などでの研究資
料、小・中・高等学校の教材など、広く利用されています。
　調査をお願いする製造事業所には、12月中旬～平成
21年 1月にかけて、都道府県知事から任命された統計
調査員が調査票を持ってお伺いします。
　お忙しい時期とは思いますが、調査にご協力をお願い
します。
　なお、皆さんから提出していただく調査票については、
統計法に基づき調査内容の秘密は厳守されますので、正
確なご記入をお願いします。
問い合わせ　商工振興課（☎ 574－ 6650）へ

広報ふかやアンケート

　現在、市ホームページ・市モバイルサイトで
『広報ふかやについて』のアンケートを行ってい
ます。ご協力をお願いします。

■市ホームページ　Ｕ http://www.city.fukaya.saitama.jp/

■市モバイルサイト　Ｕ http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/
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よ
う
な
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
除
草
な

ど
管
理
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

く
ら
し
い
き
い
き
課

（
☎
５
７
４
‐
６
６
３
３
）
へ

今
日
か
ら
み
ん
な
で「
川
の
再
生
」！

  

川
の
汚
れ
の
７
割
は
、
台
所
や
風

呂
か
ら
の
生
活
排
水
で
す
。

　

次
の
よ
う
な
ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣

い
で
、
川
は
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
取

り
組
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

・ 

汚
れ
た
お
皿
は
紙
な
ど
で
ふ
き

取
っ
て
か
ら
洗
う
。　
　

・ 

石
け
ん
、
シ
ャ
ン
プ
ー
な
ど
は
使

い
す
ぎ
な
い
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
課
（
☎
５
７
１

‐
１
２
１
１
）、
県
水
環
境
課
（
☎

０
４
８
‐
８
３
０
‐
３
０
８
３
）
へ

そ
の
他

そ
の
他

水
道
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

次
の
工
事
店
を
新
た
に
深
谷
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
指
定
し
ま
し
た
。

・ 

㈱
船
橋
住
宅
設
備
機
器 

（
熊
谷

市
・
☎
５
８
８
‐
０
５
３
３
）

・ 

ム
サ
シ
産
業
機
械
㈱
（
熊
谷
市
・

☎
５
２
１
‐
２
１
５
６
）

問
い
合
わ
せ　

水
道
工
務
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
６
１
）
へ

深
谷
市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
利

用
の
お
知
ら
せ

　

平
成
21
年
２
月
１
日
㈰
〜
３
月
13

日
㈮
ま
で
、
小
ホ
ー
ル
改
修
工
事
を

予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
工
事
日
程

の
見
直
し
に
よ
り
利
用
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご
利
用

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
民
文
化
会
館

（
☎
５
７
３
‐
８
７
６
５
）
へ

第
13
回
深
谷
ま
つ
り
イ
ベ
ン
ト

「
深
谷
ま
つ
り
」
抽
選
会
当
選
者
発
表

　

７
月
26
日
に
夏
の
風
物
詩
「
第
13

回
深
谷
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
そ

の
中
で
開
催
さ
れ
た
抽
選
会
の
結
果

を
発
表
し
ま
す
。

【
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
大

人
２
枚
・
子
ど
も
２
枚
）】

山や
ま

之の

内う
ち

翔し
ょ
う

星せ
い

さ
ん

下し
も

川か
わ

桃も
も

果か

さ
ん

【
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
チ
ケ
ッ
ト
（
大

人
１
枚
・
子
ど
も
１
枚
）】

安や
す

岡お
か

葵あ
お
い

さ
ん

【
図
書
カ
ー
ド
（
２
千
円
分
）】

渡わ
た

辺な
べ

幸こ
う

輝き

さ
ん
、
水み

ず

野の

由ゆ

希き

江え

さ

ん
、
小こ

杉す
ぎ

春は
る

菜な

さ
ん
、
森も

り

田た

真ま

央な
か

さ
ん
、
山や

ま

本も
と

京き
ょ
う

子こ

さ
ん
、
平ひ

ら

野の

夏か

菜な

さ
ん
、
酒さ

か

井い

琴こ
と

野の

さ
ん
、
新あ

ら

井い

佑ゆ
う

哉や

さ
ん
、
山や

ま

之の

内う
ち

海か
い

渡と

さ
ん
、

田た

中な
か

花は

奈な

さ
ん

　

な
お
、
賞
品
は
深
谷
ま
つ
り
連
合
青

年
部
か
ら
当
選
者
あ
て
に
郵
送
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

商
工
振
興
課
（
☎

５
７
４
‐
６
６
５
０
）
へ

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」を
市
内
全
域
に
！

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
へ
仮
申
込
書
を
提
出

　

市
で
は
、
市
内
に
お
け
る
情
報
格

差
を
是
正
す
る
た
め
深
谷
市
高
速
大

容
量
通
信
網
整
備
促
進
協
議
会
を
発

足
し
、光
回
線
未
整
備
地
区
の
八
基
、

豊
里
、
岡
部
、
川
本
、
花
園
地
区
へ

の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
光
回
線
サ
ー
ビ

ス
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
誘
致
活
動
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

該
当
地
区
の
市
民
、
企
業
の
皆
さ

ん
に
は
、10
月
末
ま
で
に「
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
」
仮
申
込
書
の
提
出
を
お
願
い
し

て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
全
地
区

に
お
い
て
仮
申
込
書
の
受
付
数
が
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
整
備
検
討
の
基
準

と
し
て
示
す
目
標
数
を
超
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
協
議
会
事
務
局
で

は
、全
未
整
備
地
区
へ
の「
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
」
の
早
期
整
備
要
望
と
し
て
受
け

付
け
た
仮
申
込
書
を
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

へ
提
出
し
ま
し
た
。

　
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
誘
致
活
動
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
自
治
会
、商
工
会
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
企
業
な
ど
の
皆
さ
ん
、
な

ら
び
に
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
仮
申
込
書

の
提
出
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
心

か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
議
会
で
は
、
今
後
も
市
内
全
域

で
の
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
サ
ー
ビ
ス
の

開
始
を
目
指
し
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
働

き
掛
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

深
谷
市
高
速
大
容

量
通
信
網
整
備
促
進
協
議
会
（
事

務
局
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課
・
☎

５
７
４
‐
８
５
６
３
）
へ

都
市
計
画
の
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す

　

市
が
決
定
す
る
都
市
計
画
案
に
つ

い
て
都
市
計
画
法
第
17
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

縦
覧
期
間　

12
月
10
日
㈬
〜
24
日
㈬

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課
（
南
別
館

２
階
）

内
容　

都
市
計
画
公
園
の
変
更
に
つ

い
て

意
見
書
に
つ
い
て　

こ
の
案
に
対
し

ご
意
見
の
あ
る
か
た
（
市
民
ま
た

は
利
害
関
係
人
）
は
、
縦
覧
期
間

中
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
意
見
書
を
提
出
さ
れ

る
か
た
は
、
意
見
書
の
様
式
を
お

問
い
合
わ
せ
の
上
、
12
月
24
日
㈬

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
直
接

ま
た
は
郵
送
で
都
市
計
画
課
へ

問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課
（
〠

３
６
６
‐
８
５
０
１
・
仲
町
11
‐
１
・

☎
５
７
４
‐
６
６
５
４
）
へ

20夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

アドバイス＆相談

各　種　無　料　相　談各　種　無　料　相　談
相談名 内容 とき ところ 問い合わせ

教育
子どもの非行や不登校、
いじめなど、学校生活上
の悩み

電話相談・来所相談ともに毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分
ファックス・Ｅメールは 24 時間受け付け 教育庁舎内教育研究所

学校教育課
（教育研究所）
☎ 572 － 9456フリーダイヤル・ｆ 0120－4－78374　ｅ e-net@city.fukaya.saitama.jp

家庭・児童・
母子

家庭、育児、不登校などの
相談

毎週月～金曜日（祝休日を除く）
午前 9時～午後 4時 市役所家庭児童相談室 児童課

☎ 574 － 6646

行政相談 行政に関する苦情など

12 月 17 日㈬、 1 月 7 日㈬午前 9時～正午 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

12 月 18 日㈭、 1 月 15 日㈭午後 1時 30 分～ 4時 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課
☎ 585 － 2213

12 月 10 日㈬、 1 月 14 日㈬午前 9時～正午 川本総合支所会議室 川本市民環境課
☎ 583 － 2783

12 月 2 日㈫、 1 月 6 日㈫午後 1時 30 分～ 4時 花園総合支所会議室 花園市民環境課
☎ 584 － 1122

法律相談
相続、離婚、金銭貸借、
商取引などの法律に関す
ること

毎週火曜日（祝休日を除く）午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

12 月 4 日㈭、 2 月 5 日㈭午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 岡部総合支所会議室 岡部市民環境課

☎ 585 － 2213
 1 月 16 日㈮午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 川本総合支所会議室 川本市民環境課

☎ 583 － 2783
12 月 19 日㈮、 2 月 20 日㈮午後 1時 30 分～ 4時
予約制（電話で受け付け）※定員各日 10 人　担当＝弁護士 花園総合支所会議室 花園市民環境課

☎ 584 － 1122

市民相談 市民生活全般 毎週月～金曜日（祝休日を除く）担当＝市民相談員
午前 9時 30 分～正午・午後 1時～ 4時 30 分 市役所北別館市民相談室 くらしいきいき課

☎ 574 － 6633

消費生活 商品契約に関する苦情など 毎週月・水・金曜日（祝休日を除く）
午前 10 時～正午・午後 1時～ 4時　担当＝消費生活相談員

相談を希望される場合は、
担当課へご連絡ください

くらしいきいき課
☎ 574 － 6633

悪質商法
110番

悪質商法に関する相談および
クーリングオフの仕方など

毎週月～金曜日（祝休日を除く）担当＝くらしいきいき課職員
午前 9時～正午・午後 1時～ 4時 30 分 電話で随時受け付け くらしいきいき課

☎ 574 － 8527

税務 税理士による税一般に関す
る相談

12 月 22 日㈪午前 10 時～午後 4時
担当＝税理士会会員 市役所西別館 202 会議室 市民税課

☎ 574 － 6637

納税相談 市税の納付と納付に関する
相談 毎月第 1日曜日 午前 9時～午後 4時 収税課、総合支所税務課 収税課

☎ 574 － 6639

よろず
人権相談

人権擁護委員による、生活
全般で感じた人権上の困り
ごとや悩みの相談

12 月 10 日㈬、 1 月 13 日㈫午前 10 時～午後 3時 12 月市役所西別館 301 会議室
 1 月市役所西別館 202 会議室

人権政策課
☎ 574 － 6643

12 月 22 日㈪、 1 月 20 日㈫午前 10 時～午後 3時 岡部総合支所 1階会議室

12 月 22 日㈪、 1 月 20 日㈫午前 10 時～午後 3時 川本総合支所相談室

12 月 22 日㈪、 1 月 20 日㈫午前 10 時～午後 3時 花園総合支所 203 会議室

L・フォルテ
相談室 心や体、ＤＶの悩みなど 12 月 20 日㈯、 1 月 17 日㈯午前 11 時～午後 3時

予約制 Ｌ・フォルテ 2階研修室Ｂ Ｌ・フォルテ
☎ 573 － 4761

内職・就職・
求人

・内職に関する仕事の紹介
・就職に関する相談
・求人情報の提供

毎週月・木曜日 午前 10 時～正午・午後 1時～ 3時
（いずれも祝休日を除く）内職・就職は予約制

産業会館 3階商工振興課隣
の会議室

商工振興課
☎ 574 － 6650

結婚 結婚に関する相談、紹介
など 12 月 21 日㈰、 1 月 18 日㈰午後 1時～ 3時 深谷コミュニティセンター 社会福祉協議会

☎ 573 － 6563

エイズ相談・
エイズ検査

エイズなどに関する相談
と血液検査　予約制
※原則無料・匿名
※エイズ即日検査は採血後60
分で結果が分かります

※通常検査ではＢ・Ｃ型肝炎、
梅毒検査（無料）、クラミジア
検査（有料）も受けられます

エイズ即日検査 12 月 4 日㈭、 1 月 8 日㈭
午後 1時～ 3時

熊谷保健所 熊谷保健所
☎ 523 － 2811

エイズ夜間検査 12 月 4 日㈭、 1 月 8 日㈭
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

通常検査
12 月 9 日㈫、 1 月 27 日㈫
午前 10 時～ 11 時
午後 5時 30 分～ 6時 30 分

子ども
スマイルネット

子ども (原則 18 歳未満 ) にか
かわるすべての悩み電話相談 毎日（祝休日・年末年始を除く）午前９時～午後 9時 30 分 電話で随時受け付け 子どもスマイルネット

☎ 048 － 822 － 7007
精神保健
福祉相談

精神科医師による精神保健
福祉に関する相談　予約制  1 月 20 日㈫午後 1時～ 2時 熊谷保健所 熊谷保健所

☎ 523 － 2811

県民法律相談 弁護士による法律相談
予約制 毎月第 1・3・4水曜日 午後 1時～ 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）
県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506

県民相談・
交通事故相談

家庭の困りごとや交通事
故相談 毎週月～金曜日 午前 9時～午後 4時 県北部地域振興センター

（県地方庁舎 1階）

県北部地域振興センター
☎ 522 － 6506
（県民相談）
☎ 521 － 7300
（交通事故相談）

虐待が疑われる子どもを見つけた場合
は、 ホットラインへご連絡ください。
ホットライン　☎ 574 － 3000（市役所
本庁舎家庭児童相談室内）

とき　毎週水曜日午後１時～４時（12 月 17 日・24 日を除く）
ところ　Ｌ・フォルテ軽運動室
対象　未就学児とその保護者
問い合わせ　Ｌ・フォルテ（☎ 573 － 4761・火曜日休館）へ

深谷市子どもの虐待防止ホットライン深谷市子どもの虐待防止ホットラインL・フォルテ子育て支援軽運動室開放L・フォルテ子育て支援軽運動室開放

10
月
の
善
意

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
10
月

の
寄
付
金
は
、
９
件
で
５
７
２
，

４
２
３
円
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ　

市
社
会
福
祉
協
議

会(

☎
５
７
３
‐
６
５
６
３)

へ

防
災
行
政
無
線
放
送
内
容
の
ご
案
内

※
通
話
料
の
み
で
、
情
報
料
は
掛
か
り
ま

せ
ん
。

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９き
ゅ
う
き
ゅ
う
よ
ぼ
う
さ
い

９
４
４
３
１

火
災
（
消
防
車
の
出
動
）
の
問
い
合
わ
せ

テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
番
号

０
１
８
０ 

ー 

９
９ 

ー 
 

４
９
４
４

※
病
院
な
ど
医
療
機
関
情
報
の
問
い
合
わ
せ

は
指
令
課
（
☎
５
７
１
‐
０
１
１
９
）
へ

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
ふ
か
や

   11
月
号
に
掲
載
さ
れ

た
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

    20
ペ
ー
ジ
名
前
の
ル
ビ

【
誤
】
加ま

藤と
う

美み

桜お

【
正
】
加か

藤と
う

美み

桜お

【
市
役
所
窓
口
取
扱
時
間
】

・ 

月
〜
金
曜
日
：
午
前
８
時
 30
分
〜
午

後
５
時
 15
分
ま
で
（
祝
休
日
を
除
く
）

・ 

木
曜
日
：
市
役
所
本
庁
舎
１
・
２
階

の
窓
口
業
務
は
午
後
７
時
 15
分
ま
で

（
ほ
か
の
機
関
と
の
調
整
が
必
要
な

も
の
に
つ
い
て
は
、
一
部
取
り
扱
え

な
い
業
務
が
あ
り
ま
す
）



2223 ※渋澤栄一が残したとされる「夢
ゆめしちくん

七訓」より。「夢なかるべからず」は「夢を持たないといけません」という意味。 夢を育み 明日に飛翔する 笑顔都市 ふかや

心の広場

弟
が
生
ま
れ
る
以
前
か
ら
、

鉢
物
が
一
家
の
生
活
を
支
え

て
い
た
。
兄
の
誠
（
写
真
右
）
が
生

ま
れ
た
頃
に
、
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
を

導
入
、
そ
の
後
、
高
冷
地
生
産
も
開

始
。経
営
規
模
は
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　

だ
が
、
誠
は
夢
を
抱
い
て
東
京
の

の
名
の
通
り
蕭
し
ょ
う
じ
ょ
う
条
と
し
た
冬
の
窓
辺

を
彩
る
。
華
麗
な
花
は
一
見
ど
れ
も

同
じ
姿
だ
が
、
丹
精
を
込
め
て
育
て

た
が
故
に
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
の
表

情
の
違
い
を
知
る
兄
弟
が
い
る
。　

園
芸
家　

田
島
誠
・
田
島
洋
。

兄
弟
は
何
万
と
あ
る
蕾
一
つ
ひ
と
つ

に
瞳
を
凝
ら
す
。

く
伸
び
た
深
緑
色
の
多
肉
質

な
茎
。
そ
の
先
端
に
は
華
麗

に
大
空
を
翔か
け

る
鳳ほ
う

凰お
う

の
よ
う
な
花
。

通
称
デ
ン
マ
ー
ク
・
カ
ク
タ
ス
と
い

う
シ
ャ
コ
バ
サ
ボ
テ
ン
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
・
カ
ク
タ
ス
と
も
呼
ば
れ
、
そ

大
学
に
進
ん
だ
。
更
に
調
理
師
学
校

に
入
学
し
、
調
理
師
の
世
界
に
足
を

踏
み
入
れ
、
都
内
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ

ス
ト
ラ
ン
で
腕
を
磨
い
た
。

　

結
婚
も
決
ま
り
、
将
来
設
計
が
見

え
て
来
た
頃
だ
っ
た
。
父
が
仕
事
中

に
負
傷
し
た
。「
花
」
業
界
を
代
表

す
る
企
業
に
ま
で
成
長
し
た
家
業

が
、
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。
誠
は
自

分
自
身
で
己
の
決
断
を
迫
っ
た
。

　

誠
は
断
を
下
し
た
。
園
芸
の
道
に

正
解
の
な
い
旅
路
の
果
て
に

夢
の
ベ
ク
ト
ル
を
向
け
た
。
レ
ス
ト

ラ
ン
勤
め
８
年
目
の
年
だ
っ
た
。

岐
路
で
の
決
断

長長

兄兄

塩
梅
と
按
排

誠誠夢
七
訓

　

夢
な
き
者
は
理
想
な
し

　

理
想
な
き
者
は
信
念
な
し

　

信
念
な
き
者
は
計
画
な
し

　

計
画
な
き
者
は
実
行
な
し

　

実
行
な
き
者
は
成
果
な
し　
　

　

成
果
な
き
者
は
幸
福
な
し

ゆ
え
に　

幸
福
を
求
め
る
者
は

　
　
　
　
　

夢
な
か
る
べ
か
ら
ず
※

（
本
文
中
の
敬
称
は
本
人
の
承
諾
を
得
て
省
略
し
て
い
ま
す
）

た
。
ぼ
く
は
、
明
日
こ
そ
必
ず
Ａ
君
に
あ

や
ま
る
ぞ
と
心
の
中
で
思
い
ま
し
た
。
し

か
し
ま
た
、
Ａ
君
に
む
し
さ
れ
る
の
か
と

思
う
と
明
日
が
こ
わ
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
り
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
次
の
日
に
な
り
ま
し
た
。
学
校

に
着
く
と
、げ
ん
か
ん
に
Ａ
君
が
い
ま
し
た
。

そ
し
て
急
い
で
Ａ
君
の
所
へ
行
き
ま
し
た
。

で
も
、
Ａ
君
の
所
に
行
っ
た
の
は
い
い
け
れ

ど
む
し
さ
れ
る
の
が
こ
わ
く
て
な
か
な
か
声

が
出
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は
、
そ
の
時
ド
キ
ド
キ

し
て
い
た
の
で
心
を
お
ち
つ
か
せ
て
か
ら
あ

や
ま
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

休
み
時
間
に
な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
３

分
ぐ
ら
い
た
っ
て
か
ら
ま
っ
さ
き
に
Ａ
君
の

所
へ
行
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ぼ
く
の
心
は
ド

キ
ド
キ
し
て
い
ま
し
た
。
Ａ
君
は
、
他
の
友

達
と
話
を
し
て
い
て
、
な
か
な
か
あ
や
ま
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。
ぼ
く
は
、
仕
方
な
く
あ
き

ら
め
て
次
の
休
み
時
間
に
は
ぜ
っ
た
い
あ
や

ま
る
ぞ
と
強
く
決
心
し
ま
し
た
。

　

休
み
時
間
が
き
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
Ａ

君
の
所
へ
行
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ぼ
く
は
、

Ａ
君
に

「
お
と
と
い
は
、
あ
ん
な
事
を
言
っ
て
ご
め

ん
ネ
。」
と
勇
気
を
出
し
て
言
い
ま
し
た
。

そ
う
し
た
ら
Ａ
君
が
、

「
ぼ
く
も
、
あ
ん
な
事
を
言
っ
て
ご
め
ん
。」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
時
、
も
っ
と
早
く

あ
や
ま
れ
ば
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
元
ど
お
り
仲
良
し
の
関
係
に
な
り

ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
こ
と
を
と
お
し
て
ご
め

ん
ネ
の
一
言
で
き
ず
つ
け
て
し
ま
っ
た
友

達
と
元
ど
お
り
の
関
係
に
な
れ
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。「
ご
め
ん
」
こ
の
一
言
は
、

不
思
議
で
大
切
な
言
葉
だ
と
い
う
事
を
ぼ

く
は
知
り
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、
学
校
の
帰
り
道
Ａ
君
と
し
ゃ

べ
り
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、

し
ゃ
べ
っ
て
い
く
う
ち
に
Ａ
君
と
言
い
争

い
に
な
り
、
け
ん
か
を
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
ぼ
く
が
Ａ
君
に
き
つ
い
一
言
を
言
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
す
る
と
、
Ａ
君
は
、

泣
い
て
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ぼ
く
の
心
の
中
に
は
な
に
か
大
き
く
重
た

い
物
が
、
つ
ま
っ
た
感
じ
が
し
ま
し
た
。

心
が
い
た
い
気
が
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の

夜
は
、
な
か
な
か
ね
む
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

次
の
日
、
ぼ
く
は
Ａ
君
に
あ
や
ま
ろ
う

と
思
い
な
が
ら
学
校
へ
行
き
ま
し
た
。
そ

し
て
ぼ
く
は
、
Ａ
君
に
話
し
か
け
ま
し
た
。

Ａ
君
は
、
む
し
を
し
て
向
こ
う
へ
行
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
も
っ
と
大
き

く
重
い
物
が
心
に
つ
ま
っ
た
感
じ
が
し
ま

し
た
。
き
の
う
な
ん
で
あ
ん
な
事
を
言
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
と
、
自
分
が
い
や
に
な

り
、
こ
う
か
い
し
ま
し
た
。
授
業
も
耳
に

入
ら
ず
Ａ
君
の
事
自
分
の
し
て
し
ま
っ
た

事
を
一
日
考
え
て
い
ま
し
た
。
楽
し
い
時

間
は
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
す
ぎ
て
し
ま
う

の
に
こ
の
日
は
、
も
の
す
ご
く
ゆ
っ
く
り

な
が
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
息

が
つ
ま
る
よ
う
な
思
い
で
し
た
。
こ
の
時

ぼ
く
は
、
友
達
と
け
ん
か
を
す
る
だ
け
で

こ
ん
な
に
い
や
な
気
持
ち
に
な
る
ん
だ
な

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
日
ぼ
く
は
、
結
き
ょ

く
Ａ
君
に
あ
や
ま
れ
ず
に
家
へ
帰
り
ま
し

ご
め
ん
ネ
の
一
言
で川

本
南
小
学
校
６
年

図ず

師し　

佑ゆ
う

斗と

が
継
い
で
間
も
な
く
、
弟
の

洋
も
家
業
へ
入
っ
た
。
二
人

は
今
、
市し
じ
ょ
う場
で
評
価
さ
れ
て
い
る
品

質
を
落
と
さ
ず
に
、
自
分
た
ち
で
新

た
な
事
業
展
開
が
で
き
な
い
も
の
か

模
索
し
て
い
る
。
二
代
目
の
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
と
闘
い
、
日
々
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
い
る
。　

　

誠
は
、
鉢
物
栽
培
と
料
理
に
共

通
す
る
も
の
を
感
じ
て
い
る
。
ど
こ

ま
で
も
正
解
が
な
い
。
自
分
の
塩あ
ん
ば
い梅

と
按あ
ん
ば
い排
で
評
価
が
直
に
伝
わ
っ
て
く

る
。
そ
こ
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
な
い
面

白
さ
を
感
じ
て
い
る
。
花
が
生
活
に

溶
け
込
ん
で
い
る
よ
う
な
社
会
を
目

指
し
、
正
解
の
な
い
旅
路
で
何
か
を

掴
み
つ
つ
あ
る
。

大
空
を
翔
る
鳳
凰

品質の良さゆえ、シャコバサボテンは年間

35万鉢を生産し、日本一の生産量を誇る

　田
た じ ま

島　誠
まこと

さ
ん

　田島　洋
ひろし

さ
ん

　

可
堂
は
、
杉
浦
家
を
辞
す
る
と
同
時

に
塾
を
開
い
て
子
弟
を
育
英
す
る
こ
と
と

な
っ
た
が
、
こ
の
開
塾
と
前
後
し
て
幸
と

不
幸
が
相
次
い
だ
。
塾
を
開
い
た
翌
年
に

可
堂
は
壬み

ぶ生
藩
鳥
居
家
の
士
、
横
山
光こ
う
て
い亭

の
妹
常
子
と
結
婚
し
た
。
可
堂
三
十
歳
、

常
子
二
十
五
歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
目め

で

た
出
度

い
出
来
事
と
反
し
て
、
不
幸
も
ま
た
可
堂

を
襲
っ
た
。
開
塾
の
前
年
に
母
す
み
子
が

亡
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
開
塾
の

六
年
後
に
は
、
最
愛
の
連つ
れ
あ合
い
を
亡
く
し

て
か
ら
と
い
う
も
の
、
元
気
が
無
く
病
気

が
ち
で
あ
っ
た
父
守も
り
み
ち道
が
亡
く
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
悲
し
み
を
忘
れ
る
か
の
よ
う

に
、
当
時
の
可
堂
は
江
戸
下し
た
や谷
青あ
お
い
し石
横
町

に
開
い
た
塾
で
の
教
授
に
没
頭
し
た
。

　

こ
の
可
堂
の
桃
井
塾
は
、
家
こ
そ
狭き
ょ
う
あ
い隘

で
あ
っ
た
が
、
可
堂
の
教
育
者
と
し
て
の

思
想
や
態
度
は
、
当
時
の
教
育
思
想
の
最

高
水
準
の
も
の
で
あ
り
、
常
に
凛り
ん

と
し
た

態
度
で
当
時
の
社
会
情
勢
に
対
す
る
批
判

を
行
っ
た
。
こ
の
た
め
、
上
下
を
問
わ
ず

真
剣
に
国
家
を
憂う
れ

え
る
者
は
、
先
を
争
う

よ
う
に
し
て
、
こ
の
桃
井
塾
へ
参
集
し
た

の
で
あ
る
。
特
に
備
中
庭に
わ
せ瀬
藩
主
の
板
倉

摂
津
守
勝か
つ
さ
だ貞
に
至
っ
て
は
、
賓ひ
ん
れ
い礼
を
も
っ

て
可
堂
を
遇
し
、
自
ら
師
事
す
る
だ
け
で

⑨　

一い
っ

天て
ん

地ち

六ろ
く

な
く
、
そ
の
藩
臣
の
教
授
を
二
十
三
年
間

に
渡
っ
て
可
堂
に
任
せ
る
程
で
あ
っ
た
。

　

桃
井
塾
の
開
塾
か
ら
十
五
年
、
可
堂
は

塾
生
へ
の
教
授
に
多
忙
な
毎
日
を
過
ご
し

て
い
た
。
そ
ん
な
或あ

る
日
、
痛
み
を
忘
れ

て
い
た
可
堂
の
心
を
再
び
引
き
裂
く
よ
う

な
知
ら
せ
が
届
け
ら
れ
た
。

　
「
お
常
、
わ
し
は
今
か
ら
、
故く

に郷
に
帰

ら
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
す
ぐ
に
支し
た
く度

を
整
え
て
も
ら
い
た
い
。」
天
を
仰
い
で

そ
う
伝
え
た
可
堂
の
声
は
微か
す

か
に
震
え
、

そ
の
手
に
握
ら
れ
た
書
状
は
く
し
ゃ
く

し
ゃ
に
な
っ
て
い
た
。「
何
か
あ
っ
た
の

で
す
か
。」「
兄
が
…
、
兄
が
危
篤
と
の
知

ら
せ
じ
ゃ
。
た
の
む
す
ぐ
に
支
度
を
…
」

　

可
堂
の
兄
勘
助
は
、
弘こ
う
か化
三
年

（
一
八
四
六
年
）
に
こ
の
世
を
去
っ
た
。

　

兄
の
背
を
追
い
か
け
た
あ
の
日
、
曝ば
く
し
ょ書

に
連
れ
出
さ
れ
た
あ
の
日
、
そ
し
て
故
郷

を
発
つ
こ
と
を
決
め
た
あ
の
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
勘
助
の
笑
顔
が
、
可
堂
の
心
に
寄
せ

て
は
引
く
波
の
よ
う
に
湧
き
立
ち
、
涙
は

止
め
ど
な
く
溢あ
ふ

れ
た
。

　

勘
助
が
逝い

っ
た
そ
の
日
、
中
瀬
河
岸
の

あ
の
木
の
下
で
、
何い

つ時
ま
で
も
飽
く
こ
と

な
く
、
唯
ひ
た
す
ら
に
利
根
川
の
流
れ
行

く
先
を
見み

つ詰
め
る
可
堂
の
背
は
、
悲
し
み

に
震
え
て
い
た
。

譲譲ゆ

ず

り

は

ゆ

ず

り

は葉葉
のの
賦賦ふふ

          

〜
桃
井
可
堂
伝
〜

〜
桃
井
可
堂
伝
〜

曝書＝書物を虫干しすること。



緑
と
人
の
持
つ
魅
力
を
２
０
０
％
楽
し
む

緑
が
心
を
癒
や
し
、
人
の
ぬ
く
も
り
が
心
を
落
ち
着
か
せ
る
、
緑
の

魅
力
１
０
０
％
、人
と
の
交
流
１
０
０
％
の
「
緑
の
王
国
」
づ
く
り
！

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

手
に
よ
る
整
備
が
進

む
王
国
の
様
子
を
紹

介
し
ま
す
。

　
　

王
国
内
に
あ
る

さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の

木
々
が
思
い
思
い
の

色
に
身
を
染
め
て
、

緑
一
色
だ
っ
た
王

国
が
、
き
れ
い
な
パ

レ
ッ
ト
に
変
身
。

　
　

梅
林
の
一
角
に

は
、開
拓
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
手
作
り
の
ウ
マ
や

シ
カ
、
ブ
タ
や
変
な

動
物
？
（
木
の
オ
ブ

ジ
ェ
）
が
飼
わ
れ
て

い
る
牧
場
が
完
成
。

　
　

丸
太
を
加
工
し

た
ベ
ン
チ
作
り
も
開

始
！
動
物
や
鳥
や
昆

虫
の
形
を
し
た
「
お

も
し
ろ
ベ
ン
チ
」
も

登
場
！

　
　

市
民
に
よ
る
王

国
作
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
あ
な
た
も

参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
興
味
の
あ
る
か

た
は
、
ぜ
ひ
一
度
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
自
然
の
中
で
自
由
に
遊

べ
る
場
所
を
王
国
に
も
！
と
い
う
こ
と
で
、

「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ク

ラ
ブ
深
谷
」
に
よ
る

キ
ャ
ン
プ
を
実
施
。

　

昼
間
は
、
木
登
り
や

木
工
作
品
作
り
、
夕
方

か
ら
は
、
飯は

ん

盒ご
う

炊
飯
、

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ア

も
行
い
ま
し
た
。

　

自
然
の
中
で
目
を

輝
か
せ
て
飛
び
回
る
子
ど
も
た
ち
。
王
国
で

は
、
子
ど
も
た
ち
に
も
喜
ん
で
も
ら
え
る
施

設
作
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　ノコギリやナイフを使ったことある？
　小学生を対象に、王国の自然の中で、木
の実や枝などの素材を生かし
てカブトムシやトンボ、イヌ
やシカなど、オリジナル木工
作品を作ってみませんか？　

■とき　平成 21 年 1月 17 日㈯午前 9時 30 分～ 11 時 30 分
■ところ　ふかや緑の王国（深谷市櫛引 24）
■定員　20 人　（応募多数の場合は、抽選結果を連絡します）
■参加料　500 円（材料代･保険料）
■申し込み　12月 26 日㈮までに電話でガーデンシティふかや推進室へ

　

上
野
台
の
大
台
地
区
で
は
、
土

砂
や
草
で
荒
れ
て
い
る
水
路
敷

き
約
６
７
０
ｍ

を
地
域
住
民
の
憩
い
の
場
に

変
え
よ
う
と
、「
大
台
グ
リ
ー

ン
ロ
ー
ド
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
。

土
砂
の
撤
去

や
清
掃
活
動
を

始
め
ま
し
た
。

■
大
台
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
ク
ラ
ブ
発
足
！

　

も
み
の
木
ガ
ー
デ
ン
倶
楽
部

で
は
、
深
谷
小
学
校
４
年
生
と

一
緒
に
「
も
み
の
木
ガ
ー
デ
ン
」

に
ビ
オ
ラ
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

の
球
根
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

青
渕
公
園
を
き
れ
い
に
す

る
会
や
た
け
か
わ
ガ
ー
デ
ン

倶
楽
部
の
皆
さ
ん
も
、
寒
さ

に
強
く
冬
で
も
楽
し
め
る
花

へ
植
え
替
え
を
行
い
ま
し
た
。

■
寒
い
冬
で
も
、
花
で
心
を
温
め
て

■
自
然
を
満
喫
、
目
が
輝
い
て
ま
す
！　

　

地
域
の
花

好
き
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
さ

ん
と
共
に
取

り
組
む
、
花
は
な
プ
ラ
ン
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
い
っ
ぱ
い
の

■
花
で
学
校
と
地
域
を
結
ぶ
花
は
な
プ
ラ
ン

個
性
あ
ふ
れ
る
花
壇
が
す
て
き
に
仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
と
学
校
が
一
体
と
な
る
こ
と
で
、
将
来
の
深
谷
を
担

■川本北小学校
校門 2か所がイメージチェンジで花満開！

■桜ヶ丘小学校
春の桜とのコラボレーションが楽しみ！

■藤沢中学校
3 年生最後の花はなプラン思い出花壇完成

■南中学校
今年の 3年生への贈り物ができました

う
未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
、
見
守
り
育
て
て
い
き
ま
す
。

　恒例の深谷駅前イルミネーションは、
今年も冬の夜を楽しく演出しています。
平成 21 年 2月 1日㈰まで点灯します。

■明戸小学校
みんなの笑顔は、花にも負けずすてきです！

■  発行／深谷市役所（秘書室　埼玉県深谷市仲町11番1号　☎571-1211・ｆ574-8531）
■  ｕhttp://www.city.fukaya.saitama.jp/　 http://mobile.city.fukaya.saitama.jp/

深谷市
モバイルサイト

ガーデンシティふかや推進室　☎ 551 － 5551

ガーデンシティニュース

Ｕ http://www.city.fukaya.saitama.jp/fukayahanaweb/index.htm

自慢のできる美しいまち「ふかや」の実現へ！

「ガーデンシティふかや」のホームページもご覧ください。
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